
The Japan Society for the History of Interiors, Furniture and Tools

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　for 　the 　Hlstory 　of 　工nterlors ，　Furnlture 　and 　 Tools

特
集
　
宴
会

「

類
聚
雑
要
抄
」

と
「

類
聚
雑
要
抄
指
図
巻
」

に
み
る
平
安
貴
族
の

宴
会
用
飲
食

・

供
膳
具

小
泉

和
子

は
じ

め
に

　
「

類
聚
雑
要
抄
」

は

平
安
時
代
の

後
半
に

編
ま
れ
た
宮

中
や
摂
関
家
の

儀
式
や

調
度
に

関
す
る
記
録
集
で

、

当
時
の

貴
族
文
化
を

知
る
上
で
根
本
と
な
る

史

料
で

あ
る

。

久
安
二

年
（

一
一

四

六）

に

左
衛
門
権
佐
藤
原
親
隆
に
よ

っ

て

編
纂
さ

れ

た

（

注
1

）

。

彼
は

長
く
鳥
羽
天
皇
の

皇
后、

待
賢
門
院
璋
子
に

仕
え

た

宮
中
や

摂
関
家
の

儀
式
に

明
る

い

人

物
で
あ
る

。

全
四

巻
で

構
成
さ

れ、

巻
一

に

は

宮
巾
や
摂
関
家
で

開
か

れ
た
九
例
の

儀
式
の

際
の

饗
宴
の

内
容
が、
巻
二

に

は
家
具
調
度
と
そ

の

し

つ

ら
い

に
関
す
る
資
料
が、

巻
三

に
は
永
久、．一
年
（

二
一

五
）

の

内
大
臣
藤
原
忠
通
五
節
の

舞
姫
進
上
の

際

の

関
係
資
料
が

、

巻
四

は

当
時
最
高
級
の

調
度
目
録
を
中
心
と

し
た
資
料
が
そ
れ

ぞ
れ

ま
と
め
ら
れ

て

い

る
。

こ

の

う
ち

巻
】

に

は

饗
宴
の

献
立、

飲
食
器
や
供
膳

具
の

内
容
お
よ
び

配
置
図

、

宴
席
の

配
置
な
ど
が
建
築
指
図
と
と
も
に

詳
細
に、
不

さ
れ
て

お
り、

こ

の

時
代
の

宮
中
や
摂

関
家
に

お
け
る
宴
会
の

状
況
を

知
る
に

は

非
常
に

よ
い

史
料
で

あ
る

。

と
く
に

「
類
聚
雑
要
抄
」

に

は、

文
字
の

記
録
と
一

緒
に

線
画
で

は

あ
る

が
舗
設
指
図
や
調
度
類
の

図
が
入
っ

て

い

る
こ

と
が
大
き
な

特
徴
で、

こ

れ

に

よ
っ

て

具
体
的
な
こ

と
が

わ

か
る
の

で

あ
る

。

　
一

方、

「

類
聚
雑
要
抄
指
図
巻
」

は

江
戸
時
代
に

な
っ

て

「

類
聚
雑
要
抄
」

を

彩
色
立
体
図
化
し
た

も
の

で

あ
る

。

題
名
は

同
じ
く
「

類
聚
雑
要
抄
」

と

な
っ

て

い

る

が、

こ

こ

で

は

区
別
す
る
た
め
に

「

類
聚
雑
要
集
指
図
巻
」

と
し

た
（

以
下

「

雑
要
抄
」

「

指
図
巻
」

と
す
る
）

。

　
「

指
図
巻
」

に

つ

い

て

は
一

九
九
八
年
に

川
本
重
雄
と

小
泉
の

編
に

よ

り

『

類

聚
雑
要
抄
指
図
巻
』

と
し

て

公
刊
し

て

い

る
（

中
央
公
論
美
術
出
版
社
）

。

こ

の

中
で

小
泉
が

論
文
「

『

類
聚
雑
要
抄
』

に

み
る

宮
中
お
よ

び
摂
関
家
の

宴
会
に

お

け
る
飲
食・
供
膳
具
」

を

書
い

て

い

る
。

内
容
は

「

雑
要
抄
」

巻
】

と
「

指
図
巻
」

巻
→

を
照
合
し

な
が
ら
平
安
時
代
の

宮
中
や
摂
関
家
で

の

儀
礼
的
な

宴
会
に

は

ど

の

よ

う
な
飲
食
器
類
が、

ど
の

よ

う
な
使
わ

れ
方
を
し
て

い

た

か
を

検
討
し
た
も

の

で

あ
る。

し

た
が
っ

て

本
論
文
も
基
本
的
に

は

こ

の

論
文
と

共
通
し

て

い

る
。

だ
が
こ

の

本
は

大
部
で

も
あ
り、

非
常
に

高
価
で

も
あ
る

た
め
使
い

に

く
い

の

で、

そ
の

後
の

知
見
も
含
め
て

整
理
し、

こ

の

時
期
の

宴
会
と
飲
食
具
を
知
ろ
う
と
す

る

場
合
に

使
い

や
す
い

も
の

と

し
た
の

が
本
論
で

あ
る

。

　
と
こ

ろ

で
「

雑
要
抄
」

と
「

指
図
巻
」

で

は
内
容
は
ま
っ

た
く
同
じ
で

は

な
い

。

「

雑

要
抄
」

に

あ
る

図
が
「

指
図
巻
」

に

は

な
い

も
の
、

そ
の

逆
に

「

雑
要
抄
」

に

は

な
い

が

「

指
図
巻
」

に

は

あ
る

も
の

も
あ
る

。

ま
た
コ

指
図
巻
」

は

江
戸
時
代
の

解
釈
に

よ
っ

て

描
か
れ
て

い

る
た
め、

図
が
聞
違
っ

て

い

る

場
合
も

あ
る

。

こ

れ

に

つ

い

て

は

川
本
に

よ
っ

て

『

江
家
次
第
』

や

『

延
喜
式
』

『

禁
秘
抄
』

な

ど
の

史
料
を
参
照
し、

わ
か

る

範
囲
で

訂
正
が
行
な
わ

れ

て

い

る。

し
か

し
す
べ

て

わ
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か
っ

た
わ

け
で

は
な
い

。

そ
れ
以
外
に

も
知
識
不
足
の

た
め
理
解
で

き
な
い

こ

と

も

多
々
あ
る

た
め、

間
違
い

も
あ
る
は
ず
で

あ
る。

最
初
に
お

断
り
し
て

お
く

。

　
な
お
「

雑
要
抄
」

に

つ

い

て
は
既
研
究
が
多
数
あ
り、

写
本
も
全
国
各
地
の

資

料
館

、

図
書
館
に

数
十
本
が

確
認
さ
れ
て

い

る
。

本
研
究
で
用
い

た
の

は

菊
亭
家

本
と
陽
明
文
庫
本
が
主
で
あ
る。
「

指
図
巻
」

に

も
い

く
つ

か
の

写
本
が
あ
る

が
（

注

2
）
、

本
研
究
で

は
天
明
七
年
（

→

七
八
七
）

に

書

写
さ
れ
た
東
京
国
立
博
物
館

書
跡
室
本
を
底
本
と
し

て

い

る
。

．

「

雑
要

抄
」

巻
一

の

儀
式

巻
一

に

は

つ

ぎ
の

九
件
の

儀
式
が
取
り
ヒ
げ
ら
れ
て

い

る
。

 
御
歯
固
（

保
延
六
年
（
一
一

四

〇
）

ま
た
は
七
年
）

　
　
　
　
　
い

　
し

 
東
三

条
殿
移
徙
（

永
久
三

年
（

＝
一

五
）

七
月一
一
一

日
）

 
平
等

院
御
幸
（

長
承
一

年
（

一

＝．一
二
）

九
月
二

四

口
）

 
仁
和
寺
殿
行
幸
（

保
延
三

年
（

→

＝
二

七
）

九
月
二一
二

日
）

 
聟
娶
（

不
明
）

 
母
屋
大
饗
（

永
久
四
年
（

＝
一

六
）

→

月
二

三

日
）

 
内
大
臣
庇
大
饗
（

保
延
二

年
（

一

＝
二

六
）

一

二

月
九
円
）

 
花
山
院
庇
大
饗
（

保
安
三

年
（

＝

二

二
）

一
一
、

月
一

七
日
）

 
五
節
殿
上
饗
（

保
延
一

年
（

＝
三

五
）

一
一

月
二

〇
目
）

　
「

御
歯
固
」

は

宮
申
で

正
月
三

ヶ

日
に
行
わ

れ
る

御
歯
固
の

際
の

供
御
で

あ
る

。

天
皇
（

崇
徳
）

用
の

晴
の

膳
と

脇
の

膳
の

ほ

か、

東
宮
（

近
衛
）

・
太
皇
太
后
（
令

子
内
親
王
）

・

皇
后
・

中
宮
（

聖
子
）

の

晴
の

膳
に

つ

い

て

記
述
さ
れ
て

い

る
。

　
「

東．
二

条
殿
移
徒
」

は

関
白
藤
原
忠
実
が
東
三

条
殿
に

移
徙
し

た
と
き

の

食
事

で

あ
る

（

巻
二

に

は
こ

の

と
き
の

建
物
ご
と

の

舗
設
が
図
示
さ
れ
て

い

る
）

。

忠

実
の

日
記
「

殿
暦
」

に

よ
る

と、

忠
実
と
妻
師
子、

息
子
忠
通

、

娘
泰
子
の

家
族

四

人
が

東
三

条
殿
に

移
り

、

ま
ず
寝
殿
で

家
族
四

人
が
五

菓
を

食
べ
、

酒
を

飲
み、

そ
の

後
患
実
と

忠
通
が
東
対
に

設
け

ら
れ
た

宴
席
に

出
て、

訪
れ
た

公
卿
や
殿
上

人
と

三

献
を
酌
み

交
わ
し、

そ
の

後
寝
殿
中
央
の

御
帳
の

前
に

戻
っ

た
忠
実
夫
妻

に

御
前
物
が

供
せ
ら
れ
た

。

こ

の

御
前
物
の

記
録
で

あ
る

が
、

実
際
に

供
せ

ら
れ

た

の

は、

描
か

れ
て

い

る

高
坏
と
は

違
い、

土
高
坏
に

載
せ
ら

れ
た

も
の

だ
っ

た

し
、

こ

れ
が

ど
こ

で

ど
う
供
せ

ら
れ
た
も
の

か

は

不
明
で

あ
る

。

い

ず
れ
に

し
て

も
こ

の

と
き

の

忠
実
一

家
の

移
徙
自
体
が
象
徴
的

、

儀
礼
的
な
も

の

で

あ
っ

た
か

ら、

そ
れ
に

と
も
な
う
饗
饌
の

方
も
象
徴
的
な
意
味
を
持
つ

も
の

だ
っ

た
と

考
え

ら
れ
る。

　
「

平
等
院
御
幸
」

は
鳥
羽
上
皇
が

平
等
院
に

行
幸
し

た

と
き
の

献
立
で

あ
る

。

上
皇
は

平
等
院
の

諸
堂
を
見
回
っ

た

後、

本
堂
の

御
所
に
移
り

、

こ

こ

で

上
皇
や

伴
の

公
卿
・

殿
上
人
に

供
膳
が
振
る

舞
わ
れ

た
。

寺
院
へ

の

参
詣
で

あ
っ

た
た
め

膳
は
精
進
物
で

あ
っ

た。

　
「

仁
和
寺
殿
行
幸
」

は
仁
和
寺
法
金
剛
院
で

開
か
れ
た
競
馬
に

崇
徳
天
皇
が
行

幸
し
た

と
き
の

献
立
で

あ
る

。

天
皇
・

関
白
・

大
臣
・

公
卿
の

膳
が
記
録
さ
れ
て

い

る
。

仁
和
寺
法
金
剛
院
は
御
堂
御
所
で

大
き
な
池
の

西
に

御
堂

、

東
に

御
所
が

建
て

ら
れ
て

い

た
。

　
「

聟
娶
」

は

婿
取
り
の

時
の

献
立
が

記
さ
れ

て

い

る

が、

誰
の

婿
取
か

、

い

つ

行
わ
れ
た
の

か

記
さ
れ
て

い

な
い

。

川
本
は
保
延
二

年
（

｝

＝
二

六）

七
月
一

六

日
の

藤
原
家
成
が
藤
原
忠
雅
を
婿
取
り
し

た
と

き
の

記
録
か

も
知
れ
な
い

と

考
定

し
て

い

る。

　
「

母
屋
大
饗
」

は

内
大
臣
藤
原
忠
通
が
東
三

条
殿
で
開
い

た

正

月
大
饗
の

記
録
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で
あ
る

。

宴
座
の

配
置
図、

饗
饌
の

内
容、

並
べ

方
の

指
図
が
記
さ
れ
て

い

る
。

正
月
大
饗
は

摂
関
大
臣
の

大
饗
と
も
い

い、

摂
関
や
そ
れ
ぞ
れ
の

大
臣
が
私
邸
に

宴
を

設
け、

親
王
・

公
卿
を
招
い

て

饗
宴
を
行
う
も
の

で

主
賓
や

公
卿
の

座
を

寝

殿
の

母
屋
に

設
け
る

た
め
母
屋

大
饗
と

も

よ
ば
れ
る

。

　
「

内
大
臣
庇
大
饗
」

は

内

大
臣
に

任
ぜ
ら
れ
た
藤

原
頼
長
が
東
三

条
殿
で

催
し

た

任
大
臣
大
饗
の

記
録
で

あ
る

。

庇
大
饗
は

初
め
て

大
臣
に

任
宮
し
た
と

き
の

祝

い

と
し

て

開
か
れ

る

ほ

か、

太
政
大
臣
に

召
還
し
た
と
き

に

も
行
わ
れ
る

。

寝
殿

の

南
庇
に

主
要
な
宴
座
を
設
け
た

の

で

庇
大
饗
と

呼
ぼ
れ

た
。

「

指
図
巻
」

で

は

こ

の

中
に
あ
る

尊
者
牛
飼
の

膳
の

図
が

間
違
っ

て

花
山
院
大
饗
の

後
に

入
っ

て

い

る
の

で、

こ

こ

に

戻
し

た
。

　
「

花
山
院
庇
大
饗
」

は

保
安
三

年
（

＝
二

二
）

一

二

月
】

七

日
に

藤
原
家
忠

が
任
右
大
臣
を
祝
っ

て

行
っ

た
大
饗
で

あ
る

。

宴
座
は
寝
殿
南
庇
の

南
階
西
の

問

か
ら

東
側
に

ひ

ろ
が
る
空
間
に

設
け
ら
れ
た。

「

雑
要

抄
」

に

は

献
立
が
記
さ
れ

て
い

る

が

「

指
図
巻
」

で

は
寝
殿
南
庇
を
中
心
に

し
た
建
物
と

宴
席
を
描
い

て

い

る
だ
け
で

膳
は
描
か
れ
て

い

な
い
。

　
「

五

節
殿
上

饗
」

は
播
磨
守

藤
原

家
成
が
五
節
の

舞

姫
を
献
上
し
た
と

き
の

殿

上
の

饗
宴
の

記
録
で

あ
る。

五

節
の

舞
姫
と

は
新
嘗
祭
・

大
嘗
会
・

豊
明
節
会
に

出
演
す
る
舞
姫
で、

公
卿
の

娘
二

人
、

受
領
の

娘
二

人
が
舞
姫
に

選
ば
れ
る

。

豊

明
節
会
が
木
番
で

宴
会
の

後、

五

節
舞
姫
が

、

五

節
の

舞
を

舞
う

。

二．

平
安
時
代
の

宴
会
料
理

　

ま
ず
最
初
に

こ

れ
ら

の

宴
会
に

出
さ
れ
た
料
理
か
ら
み
て

行
こ

う。

当
時
の

宴

会
に
は

ど
の

よ
う
な
料
理
が
出
さ

れ
て

い

た
か

。

御

歯
固
か

ら

五

節
殿
上

饗
ま
で

九
例
の

儀
式
饗
宴
に

供
さ
れ
て

い

る

料
理
を
料
理

別
に

整
理
し

た
も
の

が

「

表
1

／
宴
会
の

料
理
」

で

あ
る

。

　

料
理
の

種
類
は
菓
子
・

干
物
・

生
物
・

貝
物
・

窪
杯
物
・

調
味
料
・

酒
肴
・

追

物
・

汁
物
・

飯
・

餅
・

酒
に

分
け
ら
れ
る

。

た
だ
し
は
っ

き
り
と

分
け
ら
れ
て

い

な
い

物
も
あ
る

。

そ
れ
ぞ
れ
の

料
理
に

つ

い

て

簡
単
に

説
明
す
る

が
、

当
時
の

料

理
は
現
在
と
は

か

な
り
違
う
の

で

表
中
に

も
若
干
の

解
説
を

入
れ

て

あ

る
。

く
わ

し
い

内
容
は
表
を
参
照
し

て

欲
し
い

。

［
菓
子
］

菓
子
に

は
木
菓
子
と
唐
菓
子
が
あ
る

。

木
菓
子
は

果
物
で

あ
る

。

干
渠

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
と

ろ

ろ

や
干
柿
な
ど
を

乾
燥
し

た
も
の

や
野
老
な
ど
も
入
っ

て

い

る
。

唐
菓
子

は

中
国
か

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

か
つ

こ

　

　

け

い

し

ん
　

　
て

ん
せ

い

　

　

ひ

ち

ら
　

ま

が

り

ら

伝
え
ら
れ
た

粉
食
品
の

総
称
で

あ
る。

鯣
餬

・

桂
心
・

黏
臍
・

解
鑼
・

鈎
な

ど

で、

い

ず
れ

も
小
麦
粉
を
捏
ね
て

い

ろ
い

ろ
な
形
に

し
て

油
で

揚
げ
た
り

焼
い

た

り
し

た
も
の

だ
っ

た

よ
う
だ。

そ

の

ほ
か

餅
や
椿
餅
も
あ
る。

椿
餅
は
今
の

餅
菓

子
の

よ
う
な
も
の

だ
っ

た
ら
し

い
。

種
々

の

果
物
な

ど
を
取
り

合
わ

せ

て

盛
る

こ

と
を
交
果
物
と
い

っ

て、

酒
を

す
す
め
る

の

に
用
い

ら
れ
た
と

い

う
。

　
か

ら

も
の

　
　
　
　
　

　

　
す
わ
や

り

　
　

ほ
し

ど

り

［
干
物
］

干
物
は
楚
割
・

干
鳥
・

干
蛸
・

干
鮑
な

ど
の

魚
鳥
を
乾
燥
し

た
も
の

を

い

う
が、

精
進
料
理
の

時
は

海
藻
や
野
菜
の

乾
燥
品
を
使
う
こ

と

も
あ
っ

た

よ
う

だ。

削
っ

て

食
べ

る
こ

と
が

多
か
っ

た

の

で

削
り
物
と

も
よ

ば
れ

る
。

今
で

い

え

ば
お

つ

ま
み
に

あ
た
る

。

　
な

ま
も

の

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

な
ま

す

［
生
物
］

牛
物
は
基
本
的
に
は
鯛
・

鱒
・

鯉
・

雉
な
ど

魚
鳥
の

刺
身
（

膾
と

い

う
）

を
い

う
が、

鮨
鮎
と
か

煮
塩
鮎
の

よ
う
な
加
工

品
を

用
い

る

こ

と

も

あ
り、

精
進

料
理
の

場
合
は
野
菜
や

海
藻
や
漬
物
が

あ
て

ら
れ
た

。

か

い

つ

も

の

　

　

　

　

さ

ざ

え

　

お

う

　

か

せ

［

貝
物
］

貝
物
は

貝
鮑

・

栄
螺
子
・

白
貝
・

石
陰
子
な
ど
生
の

貝
類
で

あ

る
で

あ

る

が、

置
鮑
や
蒸
蚫
が

干
物
に

入
っ

て

い

る

の

を
見
る

と

貝
類
の

生
物
な

い

し

塩

物
の

牛
々

し
い

も
の

を
指
し

た
よ
う
だ

。

［
窪
杯
物
］

窪
杯
に

入
れ
て

供
す
る
と
い

う
意
味
で、

塩
辛
類
が

主
だ
が
和
え

も

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

く

ら

げ

の

や

漬
物
も
あ
る

。

表
1
に

あ
げ
た
中
で

は
海
月
か

ら
生
鮑
ま
で

は

塩
辛
で

あ
る

。
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表 1　宴会の 料 理

種類 内容 と説明
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 び こ う と う

沐 軒 ］松の実 ’柏の実 ’干棗 ’
晩 薯爆 ，

（勦 乾燥品）’慄 ’甘栗 ’梨子 巳輔 子 ’搬 桃 （さi
るな し0）実）・橘 ・串柿 ・枝柿 ・菱 ・tf葛 ・野老 （山芋の 野生種）　　　　　　　　　　　　　　 i

菓子
　 　 　 　 か つ こ　 　 て んせ い 　 　 ひ ち ら 　 　 け い し ん 　 　 ぶ　 と　 　 ま が り

［唐菓子］鯣餬 ・黏臍 ・饉鑼 ・桂心 ・伏菟 ・食勾（い ずれも小麦 粉を こ ね て油で揚げる か 焼 く）

餅 ・椿餅 （干飯な どを甘葛で 捏 ね 固め椿の 葉で 包 む）
まぜ くだもの

交菓子 （菓子 をまぜて器に盛る）

か らも の

干物

蛸 ・焼蛸 （焼い てから干す）・楚割 （魚を細 く切 っ て乾燥）・蒸蚫 （蒸 してか ら乾燥）・置蚫 （蒸蚫）・

蒸蚫放耳 （耳 を切 り取 っ た蚫）・干鳥 （雉の 干肉）・下鯛 ・大海老 ・押鮎 （塩漬て干 した もの ）・白干
鮎

精進物 （海松 ・青苔 ・牛蒡 ・川骨 ・ 蓮根）

鱸鱠 ・鯛鱠 ・鯉鱠 ・鱒鱠 ・雉鱠 ・押鮎 ・鮨鮎 ・煮塩鮎 （塩煮の鮎）・猪宍 （雉を代用）・鹿宍 （鴨を代用）
生物

古布 ・白瓜 ・黒 瓜 ・白根 （シ ソ科の 多年草）・蕪 ・蘿蔔 （大根）・糟漬の 瓜 ・味噌漬の 瓜 ・醤漬茄子

貝物

　 　 　 　 　 　 　 　 さ 　 ざ　 え

貝蚫 （殻つ き蚫）・栄螺子 ・白貝 （ほ っ き貝）・石陰子 ・小贏子 （きさ ご）・細螺 （した だみ と同じ）・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ

蟹蜷 （や どか り）・石華 （かめ の て ）・霊贏 子

窪杯物
海月 （和え物）・老海鼠 （嘗め物）・鯛醤 （鯛の 塩辛）・鮎児 （子 うるか）・蟹蜷 ・蝙 （こ む し）・細螺 ・

モムキ コ ミ （雉の内臓の塩辛）・生蚫 ・蚫味噌 ・鱒 ・唐青 ・荏裹 （荏胡麻の葉で 野菜を包ん だ漬物）・

茄子子
・繭子 （瓜の種）

調味料 ＊ 塩 ・醤 ・酢 ・酒 （四種物）

五種 （蚫 ・干鳥 ・蛸 ・イ鳴 ・海月）
酒肴

二種 （生蚫 ・擁剱 （わ た りがに ））

追物

蒲鉾 ・鯉味噌 ・鯛の 平焼 ・鮒の包焼 （鮒の 腹に結び昆布 ・串柿 ・芥子 ・焼栗な どを詰め て 焼 くか味
噌で煮たもの ）・鮎の焼物 ・零餘子焼 （鯉の 皮付 き切身を串に刺し塩酒をか けて焼い た もの ）・細蜷 ・

蝙蛞 ・鳥足 （雉の 股肉を焼い た もの ）・雉の羮 ・小鳥 ・綿 （腸）

茎立 （油菜や蕪菜の 浸 しもの ）・根笋

汁物
汁物 （汁料 理の総称）・蚫熱汁 （蚫 の 実の熱い 汁）・熱汁 （鯛味噌・しめ じ）・寒汁 （松茸 ・鯉）・蚫汁 （鯛
平焼 を加え る）・汁鱠 （汁の 実の 魚を 別の 器に盛 っ て 供する熱汁 ・小鳥の 焼物 ・雉足を加え る）

飯 飯 ・水飯 ・湯津ケ （若布 ・干瓜を加え る）・搗粉粥 （米粉に 汁を注ぎ煮た もの カ）・薯蕷粥

餅 鏡餅 （杠葉 ・蘿蔔 ・押鮎 ・三 成橘を上 に置 く）

酒 酒 ・（白散 ・屠蘇散 ・度嶂散）
＊

論 冂
b’

とい っ 蕎．は よ 　 、 四　　、二 　　、二　　　　る 。

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
や

海
月
が
最
も

多
く

、

老
海
鼠
も

多
く
出
さ

れ
て

い

る。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

し

お

［

調
味
料
］

調
味
料
は
塩

・

酢
・

醤
・

酒
を

四

種
物
と

言

い、

一

つ

ず
つ

減
っ

て

三

種
物、

二

種
物、

一

種
物
と

な

る
。

醤
は

大
豆
・

粳
米
・

糯
米
・

小
麦
・

酒
・

塩
を
用
い

て

醸
造
し

た
も
の

で
、

醤
油
の

母
体
と

な
っ

た

も
の

と

考

え

ら
れ
て

い

る
。

［

酒
肴］

酒
肴
は

干
物
や
生
物
を

五
種
類
と

か

二

種
類、

取
り
混
ぜ
て

組
み
合
わ

せ
た

も
の

で

あ
る

。

［

追
物
］

追
物
は

宴
会
の

コ

ー

ス

の

料
理
を
補
う
意
味
で

追
加
さ
れ

る
料
理

で
、

主
賓
に

対
す
る

主
人
の

心
遣
い

と

し

て
供
さ

れ
る

。

こ

の

た
め

当
時
と
し

て

は

珍
し

い

物
や

自
慢
の

料
理
が

出
さ
れ
た

。

魚
鳥
の

焼
き
も
の

や
汁
膾

、

浸
し
物
も
あ
り、

当
時
の

料
理

の

中
で

は

も
っ

と
も

加
工

さ
れ
た

料
理
で

あ
る

。

［

汁
物
］

汁
物
の

場
合、

た
だ

汁
物
と

い

え

ば
汁
料
理

の

総
称
で、

熱
い

熱
汁
と

冷
た
く
冷
や

し

た

寒
汁
が
あ
る

。

魚
や
貝、

き
の

こ

な
ど
の

実
が

入
る

。

羮
も
熱
汁
と

同

じ

と

考
え
ら
れ
る

。

汁
の

実
を
別
の

器
に

盛
っ

て

供
す
る

の

が
汁
膾
で

あ
る

。

［

飯
凵

飯
に

は

普
通
の

ご
飯
で

あ
る

飯
と、

水
を
か

け

る

水
飯

、

湯
を
か
け
る

湯
づ
け
が
あ
る

。

搗
粉
粥
と
い

う
の

が
あ
り、

米
の

粉
を

煮
て

粥
に

し

た

も
の

の

よ

う
だ
が

立

証
で
き
な
い

の

だ
と

い

う
。

［
餅
］

餅
は

こ

こ

に
出
て

い

る
の

は
正

月
の

鏡
餅
で

あ
る

。

御
歯
固
の

供
御
に

出
さ
れ
て

い

る
。

後
揖
の

よ
う
に

重
ね
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ゆ
ず

め
は

ず
に
、

柱
葉
に

大
根
と

押
鮎
と

三

成
の

橘
を

乗
せ

て

餅
の

ヒ
に

飾
っ

て
い

る
。

［
酒］

酒
に

つ

い

て

は

酒
と
し

か

記
さ
れ
て

い

な
い

。

正
月
の

御
歯
固
の

時
に

は

白
散
・

屠
蘇
散
・

度
嶂
散
が

酒
に

浸
し

て

供
せ

ら

れ
て

い

る
。

三．

儀
式
饗
宴
に

使
用
ざ
れ
る

飲
食
具
の

種
類
と
形

　

で

は

飲
食
・

供
膳
具
と

し
て

は

ど
ん
な
も
の

が
つ

か
わ

れ
て

い

た

か
。

こ

れ
を

見
る
た
め
に

九
例
の

宴
会
で

使
わ

れ
て

い

る

飲
食
・

供
膳
具
を
わ

か

る

範
囲
で

種

別
に
整
理
し

た
も
の

が
［
表
2
／

宴
会
で

使
わ
れ
て

い

る
飲
食
・

供
膳
具
］

で

あ

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
か
い

し

き

る
。

食
器
。

食
事
具
・

酒
器
・

注
器
・

盆
（

盤
）

・

膳
・

台
・

敷
物
・

掻
敷
に

な
る

。

［
食
器
］

食
器
に

は

宮
中
や
貴
族
階
級
の

宴
会
で
一

般
的
に

使
わ
れ
た

も
の

と

特

別
な
も
の

が
あ
る

。

一

般
的
な
も
の

は

銀
器
と
焼
き

物
が
あ

り、

銀
器
に

は
皿

、

　

か

な

ま

り

杯
、

鋺
、

焼
き
も

の

に

は
皿

と
杯
が
あ
る

。

な
お

皿

に

つ

い

て

は
「

雑．
要

抄
」

で

は
皿

も

盆
も
同
じ

盤
の

字
を
使
っ

て
い

る

の

で
、

こ

こ

で
は

食
器
の

方
は
皿

と

書

く
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
つ

き
　
か

な
ま

り

　

銀
器
か
ら
見
て

行
く
が、

平
安
時
代
の

金
属
の

皿
、

杯、

鋺
（

坑
）

は

ほ

と
ん

ど

残
っ

て

い

な

い

と
い

う
。

こ

の

た

め
金
属
の

皿

や
鋺
が
多
数
残
っ

て

い

る

正
倉

院
の

も
の

を
参
考
に

す
る

。

　

正
倉
院
に

は

佐
波
理
（

銅
に

錫
・

鉛
（

銀
）

を
加
え
た
合
金
）

で
は

あ
る
が
皿

も

鋺
も
あ
る

。

皿

に

は

花
盤
と
い

う
大
形
で

華
麗
な

も
の

も
あ
る

が、

実
用
に
さ

れ
た
の

は
口

径
一

五
 

か
ら

二

〇
 

ほ
ど
で、

高
さ

二
，

三

 

の

シ

ン

プ
ル
な
平

底
皿

で

あ
ろ
う

（

写
真
1

）

。

多

数
残
っ

て

い

る
。

そ
う
す
る

と

銀
の

皿

も
こ

う

し

た
も
の

だ
っ

た

の

で

は

な
い

か
。

鋺
に

は
鋺
卜
ヶ

と

か
九
ヶ

を
入
れ
了
に

し

た

加
盤
（

写
真
2

）

と

よ
ば
れ
る

鋺
が
多
数
あ
る。

蓋
付
き
で

蓋
に
は

高
台
が
つ

く
。

一

番
外
側
の

鋺
は

冂

辺
が

端
反
形
で

胴
部
に
界
線
を
め

ぐ
ら
し、

高
台
が
つ

い

て

い

る

が
、

巾
の

鋺
は

端
反
り
も
な
い

シ

ン

プ
ル

な
形
で

あ
る

。

凵

径
は
一

七，

八

 

か

ら
一
、

二 ，

四
 

、

高
さ
は

九
 

か

ら
五

 

前
後
で

あ
る

。

こ

の

形
は

「

指
図

巻
」

で

東
三

条
殿
移
徙
に

描
か
れ
て

い

る
高
盛
の

飯
の

飯
杯
に

近
い

。

入
れ
子
で

な
く
蓋
の

な
い

佐
波
理
鋺
も
一

つ

あ
る

（

写
真
3

）

。

口

径
九，
｝

 
、

高
さ

六
，

二

 

で

口

辺
が

薄
く
や
や
外
反
り
に

な
っ

て

い

て
、

胴
部
に

二

條
の

細
い

紐
帯
が

あ
り、

高
台
に

は

伏
輪
の

よ
う
な
紐
帯
が

つ

い

て
い

る
小
鋺
で

あ
る。

お
そ

ら
く

飯
坑
・

汁
皖
・

水
浣
と

い

う
の

は

こ

う
し

た
も
の

だ
っ

た

の

で

は

な
い

か
と

思
わ

れ
る

。

　
　
　
　
く
ぼ

つ

ぎ

　
　

　

　

　

　

わ
り

つ

き

　

杯
に

は
窪
杯

・

飯
杯
・

分
器
・

汁
杯
と

あ
り、

窪
杯
は
窪
ん

だ
杯、

分
器
は
分

杯、

つ

ま

り

飯
を

盛
り
分
け
る

器
で

あ
る

。

し

か
し

止

倉
院
に

は

該
当
し

そ
う
な

も
の

は
な
い

。

　
た
だ
し

銀
器
は

忠
実
東一．一
条
殿
移
徙
の

御
前
物
と

、

婿
娶
で

婚
礼
の

儀
で

御
帳

の

中
に

入
っ

た

婿
が
御
帳
の

前
に

出
た
と
き

に

供
せ

ら

れ
た
御
前
物
で

し

か
使
わ

れ
て

い

な
い

。

忠

実
の

東
三

条
殿
移
徙
の

食
事
も
儀
礼
的、

象
徴
的
な
も

の

だ
っ

た
こ

と

を
勘
案
す
る
と

、

実
用
で

は

な
く
儀
礼
的
あ
る

い

は
象
徴
的
な
意
味
を

持

写 真 1　 佐波mPlllL（宮内庁 『IE 倉院の 金工 』

　　　 日本経済新聞村．1976 ）

写真 2　佐波理 加盤

写真 3　佐波理鋺

25

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society for the History of Interiors, Furniture and Tools

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　for 　the 　Hlstory 　of 　工nterlors ，　Furnlture 　and 　 Tools

表 2　 宴会 で 使わ れ て い る 飲食 ・供膳具

鰡 1亅 器別 素材 　　陵料中の名前 寸法 ・仕様

食器 一般 皿 銀 盤 皿

杯 銀 杯 斷

飯杯 （在盖）・分器 （分杯）・羽杯

鋺 　 　 　 　銀 皖 飯塊 ・汁坑 ・水堤 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 …

旧1　　 　 焼物 盤

ll 撫
一

｝一
杯 鋤

ii

杯

亅

⊥

杯 様器

窪杯 3寸 　【深草】

飯杯 5寸 5分

汁杯 5寸

特別 【御歯固】 」
皿 励 青瓷佐良 青瓷佐良

盖物 焼物 盖肇子 盖摯子

杯 ・

か わ らけ

醐 大土器 ・小土器・

戳
大土器 ・小土器 ・窪杯 楠葉御作手所進ぜる

【尊者牛飼〕 」

m［ 焼物 盤 皿 8 寸尻付 深草土器

杯 焼物 杯 窪杯物杯 5 寸 ・四種杯 3寸　深草土器

飯櫃 焼 物 飯器 飯器尻付深草鉢 口径 1尺 7寸 飯 2 石 3斗 5升之を用る

食事具 搬 箸 銀 箸 箸

匙 銀 匙 匙

箸台 銀 箸台 箸台

箸 木 箸 箸

箸台 黝 箸台 箸台

特別 【尊者牛飼】

箸台 鋤 箸台 箸台 口径 5寸深草土器

酒器
一般 盃 銀 酒盞 酒盞

齢 酒器 ・酒杯 酒器 ・酒杯

特別 【御歯固】

盃 　　 　　焼物 　 　 盖酒杯 ・大土器
・

　 　 　 　 、　　　 小土器
　 　 　 　 　 一

楠葉御薗製　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　 1

注器
一般 銚子 銀

集
銚子 （酒）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

提 銀　　　 提 提 （酒 ・水）

瓶子 焼物　 　 瓶子 瓶子

特別 【尊者牛飼】

かめ　　　　　　　　
1

　 　 　 　 …
冨 樽 樽 　土瓶子 （細布腹蜘 ＋白木台

小一杓 一
柄 三 、四寸

盆
丸盆 　　 　膝 器

一

　 一↓
盤 大盤 （内朱外黒）・中盤 （内朱外黒）・4盤 （内朱外黒）

角盆 　　1木
お し き

折敷 折敷 （白生平絹張）・絵折敷 （蝶 ・小 鳥）

膳 高坏 漆器 台 台 （内朱外黒
・
面赤絵文錦被押　在伏輪 裏塗金青書菊 紅

葉同貝又蝶小鳥 ・紫檀地菊螺鈿被鶴松蒔摺之在伏輪）

折敷高坏 焼物 ・木 折敷 折敷 （土高坏 ＋ 折敷）

机 木 机 赤木机
・
黒柿机 ・朴木机 ・机 ・榻足　　　　　　　　　　 ・

台盤 木 ・漆 大盤 大盤 （黒塗 8 尺）　　　　　　　　　
一
档

台 特別 【御歯固】

案 木 　　　 案 案 （長 3尺 5 寸・広 1尺 7 寸 ・高 4尺）

敷物 打敷 絹 黴 打敷 （長 8 尺弘 3 幅 両面 　白生平絹 ・赤地錦裏縹唐綾被押

組）

簣薦 竹 簀薦 簀薦 （竹ヲ御簾ノ様二編テ生平絹付裏）

掻敷 騰 紙 ・植物 掻敷 紙 ・薄様 ・浜木綿
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つ

特
別
な
も
の

だ
っ

た
の

か

も
し
れ
な
い

。

　

つ

ぎ
は
焼
き
も
の

で
、

皿

と
杯
が
あ
り、

杯
に

は

窪
杯

・

飯
杯

・

汁
杯
が

あ
る

。

　
　
　

　
よ

う

き

皿

と

杯
は
様
器
と
な
っ

て

い

る
。

様
器
は

規
定
通
り
の

法
量
に

し
た
が
っ

て

作
ら

れ
た

儀
式
用
の

食
器
の

こ

と
で

あ
る

。

皿

は
口
径
四

寸
五
分
が

大
阻、

四

寸
が
中

皿、
三

寸
κ

分
が

小
皿

で
、

こ

れ
ら

を
平
皿

と
よ

ん

で

い

る
。

杯
は
窪
杯
が
三

寸
、

飯
杯
が
五
寸
五

分、

汁
杯
が
五
寸
だ
っ

た
よ
う
で

あ
る

。

儀
式
用
の

食
器
に

つ

い

て

は
寸
法
的
に

か
な
り
整
理
さ
れ
て

い

た
こ

と

が
わ
か

る
。

　

で
は

ど

ん
な
形
で

あ
っ

た

か
だ
が、

こ

れ
も
伝
世
品
が
ほ
と

ん

ど
な
い

た

め

考

古
学
に

よ

る
発
掘
品
を
参
考
に

す
る

し
か

な

い
。

そ
う

す
る
と

皿

と

杯
と
い

っ

て

も

違
い

が

な
い

の

で

あ
る

。

皿

は

平
ら
な
円
形
で、

杯
は
深
い

碗
形
の

も
の

と

い

う
こ

と
に

な
る

が、

発
掘
品
か
ら
見
る
と
さ
ほ
ど
は
っ

き
り
し
た
違
い

は

な
い

の

で

あ
る

。

平
安
京
か
ら
の

出
土
品
の

場
合、

九
世
紀
の

も
の

に

は

丸
く
て

深
い

も

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

の

も
あ
る

が、

十、
．

世
紀
前

写真 4　 12 世紀平安京出土 の 皿 と土 高坏

　　 （（財）京都市埋戯文化財研究所提供）

半
の

土

師
器
で
は
深
い

も
の

は

な
く、

皿

の

器
形
し
か
認

め

ら
れ
な
い

と

い

う
。

大
形

で

口

径
が
ト

＝ ．
 

か
ら
十
四

 

ほ

ど
、

中
形
で

ト
ニ

 

ほ

ど、

小
形
で

九
 

ほ

ど
で

あ

る

（

写
真
4

）

。

　
窪
杯
も
同
様
で

あ
る

。

窪

ん
だ
杯
と
い

う
意
味
で

あ
る

た
め

「

指
図
巻
」

で

は

小
形

の

湯
呑
み

の

よ
う
に

描
い

て

い

る

が、

こ

う
し
た
筒
形
の

も
の

は

中
世
後
半
に

な
ら
な
い

と
出
て

こ

な
い

と
い

う
。

し

た
が
っ

て

窪
杯
と
は

い

っ

て

も
若
干
深
く
作
ら
れ
て

い

る

手
塩
皿

の

よ
う
な
も
の

で

は

な
か
っ

た
か

と

思
わ
れ

る。

そ
う
な
る

と

汁
杯、

飯
杯
も
同
様
だ
っ

た

こ

と

に

な
り、

杯
と
言
っ

て
も
ち
ょ

っ

と

深
め
の

皿

だ
っ

た
こ

と
に

な

る
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

か
わ

ら

け

　

焼
き
も
の

の

質
に

つ

い

て

は

土

器
と
書
か
れ
て
い

る

が、

全
部
が
同
じ

も

の

で

は

な
か
っ

た

よ
う
だ

。

深
草
土

器
・

春
口
土

器
・

楠
葉
土
器
が

あ
る

が
、

多
い

の

は

深
草
土

器
で

あ
る

。

「

深
草
の

例
の

平
皿

こ

れ
を

用
い

る
」

〔

婿
娶）
「

例
の

深

草
土
器
を
」

盆
に

据
え
る

（

平
等
院
御
幸
）

と
い

う
言
葉
も

で

て

く
る

。

深
草
に

つ

い

て

は

従
来
は

山
城
紀
伊
郡
深
草
が
土
器
の

産
地
だ
っ

た

と
い

う
が

、

最
近
は

嵯
峨
野
が
そ
う
だ
っ

た
と

言
わ
れ
る

。

し
か
し
そ
れ
以
上
の

こ

と

は

わ
か
っ

て

い

な
い

と

い

う
。

春
日

土
器
は

奈
良
興
福
寺
領
で
作
ら
れ
た
土
器
で

は
な
い

か

と
想

像
さ
れ
る
が

、

こ

れ
も
そ
れ
以
上
は

わ
か
ら

な
い

。

し

か
し

仁
和
寺
行
幸
と
五

節

殿
卜

饗
に

し

か

出
て

こ

な
い

し、

五

節
殿
上

饗
で

は

二

千
二

十
ヶ

も
用
意
さ
れ
て

い

る

の

で

特
別
な
も
の

だ
っ

た
の

か
。

楠
葉
は

御
歯
固
で

用
い

ら
れ
て

い

て

「

楠

葉
の

御
作
手
所

進
ぜ
る
」

と
注
さ
れ
て

い

る
。

「

河
内
国

楠
葉
御
薗
」

は
淀
川
右

岸
に
あ
っ

た
内
膳
司
所
属
の

薗
地
で

あ
る

。

こ

の

御
薗
で

製
造
し
て

進
ぜ
ら
れ
た

た
と
い

う
こ

と
で

あ
る

か
ら
こ

れ

も
宮
中
で

使
う
特
別
の

も
の

だ
っ

た
の

で

は

な

い

か。

　
土

器
だ
と
す
る

と
土
師
器
と

い

う
こ

と

に

な
り
平
安
時
代
に

は

灰
釉
陶
「

白
瓷
」

が
主
と
な
る

が
、

「

指
図
巻
」

で

は

す
べ

て

白
で

描
い

て

い

る
中
で、

土
色
に

描

い

て
い

る
も
の

が

あ
る

（

尊
者
牛
飼
）

。

こ

れ
も

深
草
十

器
と
記
さ

れ
て

い

る。

尊
者
牛
飼
と

い

う
の

は
大
饗
の

時
に

貴
賓
を

運
ん
で
き
た
牛
車
の

牛
飼
の

こ

と

で

あ
る

か
ら
身
分
は
低
い

。

そ
の

た
め

土
色
に

描
い

た
の

か
も
し

れ

な
い

が
、

江
戸

時
代
の

誤
解
な
の

か
。

深
草
土
器
で

も
い

ろ

い

ろ
あ
っ

た
の

か
。

な
お

尊
者
牛
飼

用
が
い

ず
れ
も
大
き

い

の

は
、

牛
飼
た
ち

何
人
か
分
の

た

め
で

あ
る

。
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写真 5　 9世紀の 緑釉
　　　　（群馬県群馬

　

　
　

平
安
京
内
裏
か
ら

出
土
す
る
出
土
品

岨

は

富
陶
器
だ
と
い

う
。

富
陶
器
は

嬲
水
濾
し

し

た
＋

霍
い、

韈
で

成
型

し、

糸
切
り
を
し

て、

八
百
か

ら
九
百

度
の

低
火
度
で
焼
成
を
行
っ

た

自
色
の

陶
器
で

あ
る

。

　
　
　
　
　
　
　

　
あ

お

じ

の

ざ

ら

　
御

歯
固
の

食
器
で

青
瓷

佐
良
と

い

う
の

が

あ
る

。

こ

の

青

瓷
は

青

磁
で

は

な

く

緑
釉
陶
器
（

写
真
5
）

で

あ

る。

緑
粕
陶
は
奈
良
時
代
に

は
じ
ま
っ

た

奈
良
三

彩
の

系
統
を
ひ

く
も
の

で

あ
る

が、

一

二

世
紀
に

は

作
ら
れ
て

い

な
い

と

い

う
か
ら
伝
世
品
か

、

あ
る
い

は

中
国

か
ら
輸
入
さ
れ
た

も
の

で

は

な
い

か
と
い

う
。

中
国
で

も
作
ら
れ

て

い

た
の

は

十

世
紀
以
前
だ
そ
う
で、

輸
入
品
だ
と
し

て

も
伝
世
品
に

な
る

。

　
　

　
か

い

け

い

し

　

ま

た
盖
攣
子
と
い

う
も
の

が
で

て

い

る
。

盖
撃
子
は
青
瓷
の

器
を
置
く
台

（

茶

托
の

よ
う
な
も
の
）

と
蓋
の

セ

ッ

ト
の

こ

と
で

あ
る

。

青
瓷
の

器
を
盖
撃
子
に

収

め

て

丸
盆
に

載
せ
て

運
ん
だ
と
あ
る

。

「

指
図
巻
」

で

は
蓋
付
き
の

天
目
茶
碗
の

よ

う
に
描
い

て

い

る
。

［

食
事
具
］

食
事
具
は

箸
・

匙
・

箸
台
で

あ
る

。

箸
は

銀
と
木

、

匙
は

銀、

箸
台

は

銀
と
焼
き
も
の

が

あ
る

。

こ

の

う
ち
匙
に

つ

い

て

は

「

雑
要
抄
」

の

母
屋
大
饗

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
お

も
て

に
く
わ

し
く
説
明
さ

れ
て

い

る
。

す
な
わ
ち

面
は
少
し

窪
ん
で
い

て、

や
や
丸
く

作
っ

て

あ
り、
裏
の

真
ん

中
は

筋
状
に

峯
に

な
っ

て

い

て
、

先
が
面
の

方
に

曲
が
っ

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
し

の

ぎ

て

い

る

と
い

う
。

図
も
あ
り

、

水
の

葉
形
の

匙
面
で

背
の

中
央
に

は

縦
に
鎬
が
つ

き
、

長
い

柄
が
つ

い

て

い

る

（

図
1

）

。

こ

れ
は
正

倉
院
の

匙
と

よ
く
似
て

い

る
。

正
倉
院
の

匙
は

銀
造
鍍
金
で

長
二

九，

七
 

で

あ
る
（

写
真
6

）

。

正
倉
院
に

は

箸
も

あ
り、

銀
鎚
造
鍍
金
で

長
二

五，

八
 

で
あ
る
（

写
真
6

）

。

銀
の

箸
も
こ

＝廿 陣 k
窰 鞘 

e c
騨蛙矼 ｛ L 顧製 N 目証犀

ム
聾

L巨セ

眇
　 　 握団 7 滝 ζ値 ζ羅

娼⊃

　　　　　　図 1　 「雑要抄 」 に載っ て い る匙

m e
　　 写真6　金 銀匙 と箸 （写真 1 に 同 じ）｝｝

〆

壽
頭盤 （左 ） と耳か わ らけ （右／貞丈雑記）図

う
し

た

も
の

だ
っ

た
で

あ
ろ

う
。

　

箸
台
は

箸
置
で

あ
る

（

図
2

）

。

銀
と
焼
き
も
の

が
あ
る

。

焼
き

も
の

は

耳
の

よ
う
な
形
を
し

て

い

た
た
め
耳
か
わ
ら
け

と

も
よ

ん

で

い

た
。

「

指
図
巻
」

で

は

箸
台
は
す
べ

て

耳
か
わ
ら
け
に

描
か
れ
て

い

る

が
、

銀
製
の

方
は

馬
頭
盤
で

は

な

い

か
と
考
え

ら
れ
る

。

馬
頭
盤
は
馬
の

頭
の

よ

う
な
形
を
し
て

足
が
つ

い

て

い

る

か
な
り
大
き

な
も
の

で

あ
る

。

東
三

条
殿
移
徙
の

場
合
は
箸
台
は

銀
で
「

雑
要
抄
」

に

も
図
が
載
っ

て

い

る

が
、

大
形
の

円
形
に

描
か

れ
て
い

る
の

で

馬
頭
盤
を

示
し

て

い

る

と

考
え
ら
れ
る

。

　
尊
者
牛
飼
用
の

箸
台
は
「

口

径
五

寸、

二

方
の

端
を
折
り

立
つ
、

深
草
土
器
」

と

記
さ
れ

て

い

る
。

こ

れ
は

耳
か
わ
ら
け
で

あ
る

。

普
通
は

口

径
二，

三

寸
で
あ
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る
が

、

牛
飼
の

場
合
は

大
き
い

。

［

酒
器］

酒
器
は

盃
で

あ
る

。

銀
と
焼
き
も
の

が
あ
る

。

銀
の

場
合
は

す
べ

て

酒

盞
と
書
い

て

い

る
。

焼
き
も
の

は

酒
器
・

酒
杯
と

表
記
し
て

あ
り
す
べ

て

深
草
土

器
で
あ
る

が
、

御
歯
固
で

使
わ
れ
て

い

る
か
わ
ら
け
は
先
述
の

よ
う
に

楠
葉
御
薗

製
で

あ
る

。

宮
中
で
あ
る

の

に
銀
の

酒
盞
を
使
わ
な
い

の

は
伝
統
的
な
し
き
た
り

　
　
　
　
か

い

さ

か
づ

き

な
の

か
。

盖
酒
杯
は
蓋
付
き
の

盃
で

あ
る

。

し

か
し
出
土

品
に

焼
き
も
の

で

蓋
付

き
と
い

う
も
の

は
な
い

よ

う
で

、

身
と
同
じ

皿

を
か
ぶ
せ
て

蓋
に

し
て

い

る

と
の

こ

と
で

あ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

さ
げ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
へ

い

じ

［
柱
器
］

注
器
は
銚
子
と
提
（

図
3

）

と

瓶
子
で

あ
る

。

銚
子
は

長
い

柄
が
つ

い

た

柄
杓
の

よ

う
な
形

、

提
は

片
口

に
提
げ
手
が
つ

い

た
よ
う
な

形
で

ど
ち
ら
も
銀

製
で
あ
る

。

銚
子
は
酒
だ
け
だ
が
提
に

は

酒
だ
け
で

な

く
水
や
湯
を

注
ぐ
の

に

も

使
っ

て
い

る
。

銚
了
に

は
酒
一

升、

提
に

は
水
三

升
を
納
め
る
（

東
二

条
殿
移
徙
）

と

い

う
記
載
が
あ
る

こ

と
か

ら
す
る
と
相
当
大
き
か
っ

た
よ
う
で

あ
る

。

　

瓶
子
は

焼
き
も
の

の

壼
で

あ
る

。

形
に

つ

い

て

は

書
か
れ
て

な
い

が、

肩
と

胴

が

膨
ら
み、

裾
が

細
ま
り、

上
部
中

央
に
短
く
小
さ
な
漂
口
が
つ

い

て

い

る

も
の

で

は

な
い

か
。

瓶
子
で

は
現
存
す
る

日

本
最
古
と
言
わ
れ
る

木

製
漆
塗
瓶
子
が
あ

る
。

手
向
山
神
社
蔵
の

桐
竹
鳳
凰
蒔

絵
瓶
子
で、

表
に

桐、

裏
に

竹
を
白
蝋
（

錫

と

鉛
の

合
金
）

蒔
絵
で

描
き、

樹
上
の

鳳
凰
は

白
と

緑
の

顔
料
で

表
し
て
い

る
（

写

真
7

）

。

永
暦
元
年
（

一
一

六
〇）

こ

ろ

の

も
の

と

さ
れ
て

い

る
の

で、

そ
う
だ

と
す
る
と
「

雑
要
抄
」

の

時
期
に

は
こ

う
し
た
物
が
で

き
て

い

た
の

で
は

な
い

か
。

し
か
し

、

木
製
漆
塗
の

瓶
子
は

ま
っ

た
く
使
わ
れ
て

い

な
い

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

そ

み

　

尊
者
牛
飼
用
は

樽
と

あ
る

が、

土
の

瓶
子
で

あ
る
（

図
4
）

。

「

細
布
を
腹
に

懸

け
る、

白
木
の

台
有
り

」

と
あ
る

。

「

指
図
巻
」

は

肩
が

張
っ

た

大
形
の

瓶
で

、

注
口

の

根
元
と
瓶
の

腰
に

白
い

細
布
を
巻
き、

四

角
な
低
い

台
に

乗
せ
て
描
い

て

い

る
。

柄
杓
が
付
い

て

い

て

こ

れ
で
汲
む

。

ギ

ラ

引
嫡
粉
ク
、

　

瞳
繪

　
キ

ラ

撮

荏
亀
・

　
同
鷽

ン

」

図 3 提 （上） と銚了 （下）（指図巻）
図 4　尊者牛飼用 の 土 瓶子

　　　（指図巻）

癖
　　　　　1｝

海
月

曾

讓
曽

O

　

地
來
茶
椀
キ

ラ

引

藩
鼠

 

爨
 

図 5　 大盤 （左） と中版 （右 ） （指 図 巻 ）図 6　折敷 （指図巻）

29

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society for the History of Interiors, Furniture and Tools

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　for 　the 　Hlstory 　of 　工nterlors ，　Furnlture 　and 　 Tools

御

菓
F

つ 菊
ン 青
六 貝
曲

き1
廓図 7 台 （指図巻）

　図 8　折敷高杯／
睡 に 紙 の 掻敷 （指図巻）

　
　
　
　

　

ば
ん

［

盆
］

盆
は

盤

と

お

し

き

折
敷
で

あ
る

。

盤
は

円
い

盆
（

図
5

） 、

折
敷
は

角
形

の

盆

で

あ

る

（

図
6

）

。

黙
は

漆

器
で

表
面

が

朱、

裏

が

黒

の

内
朱
外
黒
で

あ
る。

大
・

中

が

あ

り、

寸
法

が

決
ま
っ

て

い

た
よ
う
で

あ
る

。

　
　
　
へ
　
ぎ

折
敷
は

片
木
で

作
っ

た

角
盆

で

あ

る
。

し

ろ
の

す

ず
し

の

ひ
ら

ぎ
ぬ

白

生

平

絹
を
表
面

に
し

て

紙
を
芯
に

し

た
敷
物
を
ぴ
っ

た
り

と
敷
き
込
ん
だ
も
の

と、

絵
折
敷
と
い

っ

て

胡
粉
を

塗
っ

て

小
鳥
や

蝶
の

絵
を

描

い

た

も
の

が
あ
る

。

［

膳］

膳
に
は
台
・

折
敷
高
坏
・

机
・

大
盤
が
あ
る

。

台
は
高
坏
の

こ

と
で

あ
る

（

図
7
）

。

脚
が
一

本
の

た
め、

台
何
本
と

数
え
た

。

丸
い

盆
の

下
に
脚
が
つ

い

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
お

も

て

た
も
の

で

普
通
は

内
朱
外
黒
で

あ
る
が、

面
に

赤
絵
文
の

錦
を

被
せ
伏
輪
を
ほ

ど

こ

し、

裏
は
紺
青
の

地
に

菊
・

紅
葉
ま
た
は
蝶
・

小

鳥
の

螺
鈿
を
施
し

た
も
の

、

紫
檀
地
に

菊
螺
鈿
と
鶴
と

松
の

蒔
絵
を

施
し

、

伏
輪
を
つ

け
た
も
の

な
ど

華
麗
な

も
の

も
使
わ
れ
て

い

る
。

　
　

　
　
　
　
つ

ち
た

か

つ

き

　

折
敷
高
坏
は

土
高
坏
（

士
器
製
の

高
坏
）

を
ひ
っ

く
り
返
し、

上
に

折
敷
を

の

，．
癒

戯砕
刃
’
　

婁

写真 8　 二 月 堂机

聴

擁

雲
溝
薦

澱

蠶

蝶

聯

畢
分
晦

躍橘
小

畢
火
樹

畢

鱗

鋒

雛
鯉鑿

鋸

弩
図 10 　 榻足机 （指図巻）

写真 9　台盤 （京都御所）
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せ

て
高

坏
と
す
る
も
の

で

あ
る
（

図
8

）

。

胡
粉
や
雲
母
を
塗
り、

松
鶴
な

ど
を

描
い

た
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
し

じ

あ
し

の

つ

く
え

　
机
（

図
9
）

に

は
赤
木
机
・

黒
柿
机
・

朴
木
机
・

榻
足
机
が
あ
る

。

赤
木
は
花

梨
の

よ
う
な
赤
く
て

硬
い

木
の

こ

と
だ
が

、

後
に
は
檜
を

蘇
芳
で

赤
く
染
め
た

。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
す

ず

し

天
板
の

表
面
に

は
テ

ー
ブ
ル

ク

ロ

ス

の

よ

う
に

白
の

生

絹
を
貼
り
付
け
た

。

黒

柿
机
は

黒
柿
製
の

机
で

こ

れ

も
天
板
に

白
生

絹
ま
た
は

黄
絹
を
貼
る

。

い

ず
れ
も

香
狭
間
の

あ
る
板
脚
で

縁
に

は

飾
り
と
し

て

金
銅
の

菱
釘
が
打
ち
付
け
ら
れ
て

い

る
。

よ
く
似
た

形
の

机
が
東
大
寺
二

月
堂
で

修
二

会
の

時
に
使
わ

れ
て

い

る

（

写

真
8

）

。

こ

れ
は

全
体
黒
漆
塗
り
で
金
具
も
付
か

な

い

が
、

形
や

大
き
さ
は

同
じ

く
ら
い

で

あ
る。

　
朴
木
机
は
朴
製
で、

こ

れ
は

天
板
に

黄
色
い

絹
を
張
る。

　
机
の

大
き
さ
は

縦
二

尺
⊥

ハ

寸、

横
一

尺
四

寸
ほ

ど、

縦
が
横
の

二

倍
に

な
っ

て

い

る

た
め、

縦
横
自
由
に
つ

な
げ
並
べ

て

必
要
な
広
さ
の

テ
ー
ブ
ル
に

す
る

こ

と

が

出
来
る

。

　
榻
足
机
は

尊
者
牛
飼
用
で

あ
る
（

図
10
）

。

「

雑
要
抄
」

に

よ
る

と
長
さ

七

尺
五

寸
、

幅
二

尺
八
寸、

高
さ
九
寸
で

ず
い

ぶ
ん
大
き

い
。

こ

れ
も
二

脚
並
べ

て

そ
の

上
に

料
理
を
置
い

た
と

あ
る

が
「

指
図
巻
」

で

は
一

脚
し

か

描
か
れ
て

い

な
い

。

だ

い

ば

ん

大
盤
は
台
盤
で
あ
る

（

写

真
9

）

。

台
盤
の

図
は
描
か
れ
て

い

な
い

が
、

長
方

形
の

天
板
で

、

脚
に

は

四
木

脚
の

も
の

と
香
挟
間
の

あ
る

板
脚
の

も
の

が
あ
る

。

四

本
脚
の

も
の

は
脚
が

八
角

形
で

高
さ

の

中
ほ

ど
が
く
び

れ
て

い

る
。

天
板
に

特

徴
が
あ
り、

周
囲
が
幅
三

寸
ほ

ど
一

段
高
い

縁
に

な
っ

て

い

る
。

朱
漆
塗
と
黒
漆

塗
の

外、

蒔
絵
も

あ
っ

た。

長
台
盤
（

八
尺
×

三

尺
）

、
切
台
盤
（

四

尺
×

三

尺
） 、

さ
ら
に

小
さ
い

小
台
盤
が
あ
る
が、

高
さ
は
一

尺
五

寸
五

分
で

統
一

さ
れ
て

い

る
。

こ

れ
は
宴
会
な
ど
の

場
合、
並
べ

て

使
う
た
め
で

あ
る

。

な
お
「

雑
要
抄
」

で

は、

大
形
の

盆
も

テ
ー
ブ
ル

の

台
盤
も

、

大
盤
と

書
い

て

い

る

の

で

こ

こ

で

は
テ
ー

プ

一
…

踏

霹

　
牽

露

図 11 案 （指 図巻）図 12 　打敷 （指図巻）

w a
図 】4　 簧薦 （指図巻）
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ル

の

方
は

台
盤
と

す
る

。

　
あ
ん

　

案
は
長
さ
三

尺
五
寸
・

広
さ
一

尺
七
寸、

高
さ
四

尺
の

大
き
な
テ
ー

ブ
ル
で

あ

る

（

図
11
）

。

「

指
図
巻
」

で

は
簡
単
な
四
本
脚
の

テ
ー
ブ
ル
に
描
い

て

い

る
が

、

正
し
い

か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い

。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
す

ご

も

［

敷
物
］

敷
物
は
打
敷
と
簣
薦
で

あ
る

。

打
敷
は
高
坏
な
ど
並
べ

た

下
に

敷
く
も

の

で
こ

こ

に

は
二

例
あ
る

。

一

枚
は
御
歯
固
に

あ
る
も

の

で
、

長
さ
八
尺、

幅
三

尺、

白
生
平
絹
の

袷
に

な
っ

て

い

る
（

図
12
）

。

今
→

枚
は
平
等
院
行
幸
に

あ
る
も
の

で、

　
　
　
　

　
　
　
ほ
な

だ

の

か

ら

あ
や

表
は
赤
地
錦

、

裏
は

縹
唐
綾
で、

周
囲
に

組
紐
を
廻
し
て

綴
じ

つ

け
て

あ
る

（

図

13
）

。

簧
薦
は
竹
を
御
簾
の

よ
う
に

編
ん
で

裏
に

生

平
絹
を
つ

け
た
も
の

で

あ
る

（

図
14
）

。

母
屋
大
饗
で

尊
座
と
公
卿
座
の

赤
木

机
の

下
に

敷
か
れ
て

い

る
。

［

掻
敷
］

食
物
を
盛
る

と
き

器
な
ど
に

敷
く
も
の

が

掻
敷
で
あ
る

。

木
の

葉
を
多

く

用
い

た

が、

紙
も

用
い

た
（

図
8

）

。

鳥
料
理
に

は

羽
を
用
い

る
こ

と
も
あ
っ

た
。

掻

敷
は
現
在
で

も
残
っ

て

い

る
。

四．

宴
会
の

実
際
　
母
屋
大
饗
を
例
に

　
で

は

実
際
に

は

ど
の

よ

う
に

宴
会
が

行
わ
れ
て

い

た
の

か
。

母
屋
大
饗
を

例
に

見
て

み
よ
う

。

　
「

図
15
」

は
「

指
図
巻
」

が

描
く
メ
イ
ン

会
場
で

あ
る

寝
殿
の

母
屋
と
西
南
東

庇
で

あ
る
（

西
北

渡
殿

、

西
中

門
廊
・

北
西
渡
殿
な
ど
に

も
宴
席
が
設
け
ら
れ
て

い

る
が
こ

れ
に

つ

い

て
は

省
略
す
る
）

。

「

雑
要
抄
」

に
は

こ

こ

の

家
具
配
置
が
平

面
図
で

表
さ
れ
て

い

る
。

「

図
16
」

が
そ
う
で

あ
る

。

右
上
に
L
形
の

空
白
部
分

が
あ
る
が

、

こ

こ

は
塗
籠
で
あ
る

。

「

指
図
巻
」

で

も
省
略
さ
れ
て

い

る
。

塗

籠

は
壁
で
囲
ま
れ
て
い

て

西
の
一

面
だ
け
出
入
り
の

た
め
両
開
扉
が
開
い

て

い

る
。

こ

の

「

図
16
」

で
は

左
に
な
る
。

こ

こ

の

扉
の

前
が
尊
座
と

い
っ

て

主

賓
席
で

あ

滋 一 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i
五条

卿
座

［弁

繕
蓙

繍
剛梦

　続
一一 茵 棗

嘲
轡地親

、　　 　　 　 　　 王

響
　夭

　簾
打

“　 　 　 　 　 御

　　 　 　 　座
冢　　　 簿 ω

　　　 圓敷
　 　　 座 四

　 　 鱒 敷 枚
円　 　 　 之 也
座

　 出
陣

几〜
1脹

打

出
家
主

座
／

野

図 15 　 母屋大饗 の 寝殿指図 （指図 巻）
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る
。

尊
者
は
同
じ

国
政
に
た
ず
さ

わ
る
他
の

大
臣
で

あ
る
。

　

宴
会
場
の

東
と

北
を
屏
風
で

囲
ん
で
い

る
。

各
屏
風
は

互

い

に
糸
で

綴
じ
て
連

ね
ら

れ、

禄
（

引
出
物
）

を
取
り

出
す
南
庇
の

東
北
の

隅
だ
け
開
い

て

い

る
。

こ

の

南
端
に
あ
る
の

が
家
主
の

座
で

あ
る。

赤
木
机
一

脚
と

菅
円
座
が

置
か
れ
て

い

る
。

菅
円
座
は

藺
草
な
ど

を
心

材
と
し

て

菅
で

中
心
か

ら

渦
巻
き
状
に

巻
止
め
て

い

っ

て

円
形
に

作
る
も
の

で、

同
じ
よ

う
な
作
り
の

藺
円
座

、

菰
円
座
の

中
で

は

最
高
と
さ
れ
て

い

た
。

　

尊
座
は．
．

人
分

設
け
ら
れ
て

い

る
。

『

殿
暦
』

に

よ

れ
ば、

こ

の

と
き
の

尊

者

は

右
大
臣
源
雅
美
一

人
で

あ
っ

た

と
い

う
が

、

一

人
の

場
合
で

も
二

人
分
用
立

恩

す

る
の

が

普
通
だ
っ

た
。

地

敷
と
い

っ

て

畳
を
二

枚
重
ね
て
敷
い

た
上
に

菅
円
座
を

置
き

、

そ
の

上
に

東
京
錦
の

茵
と
い

う
座
布
団
の

よ
う
な

も
の

が
敷
か

れ
て

い

る
。

「

指
図
巻
」

で

は

畳
を
オ
レ

ン

ジ

色
の

文
様
入
り
に

描
い

て
い

る
が、

こ

れ
は

龍
鬢
地
敷
と
い

っ

て

花
ご
ざ
の
一

種
で
こ

れ
を
畳
の

上
に

敷
い

て
い

る

状
態
で

あ

る。

龍
鬢
地
の

ヒ
敷
を
使
う
の

は
最
高
級
の

身
分
だ
け
で

あ
っ

た
。

尊
座
の

前
に

は
赤
木
机
を
四

脚
つ
つ

並
べ

た
食
卓
が

設
け
ら
れ
て

お
り

、

机
の

下
に
は

簀
薦
が

敷
か
れ
て

い

る
。

　

尊
座
の

前
方
に
二

行
対
座
で

設
け
ら
れ
て

い

る

の

が
公
卿
座
で

あ
る

。

九
人
ず

つ

向
き
合
っ

て

十
八
人
で

あ
る

。

地
敷
は
一

枚
で、

そ
の

ヒ
に

円
座
が
敷
か
れ
て

い

る
。

円
座
は
円
形
の

京
筵
を
心
と

し
て
上
に

綿
を
乗
せ

、

表
に

白
の

堅
織
物

、

裏
に

生

絹
を
被
せ

、

周
囲
に

円
く
縁
を

取
っ

た
も

の

で

あ
る

。

縁
は

錦
⊥

咼

麗
・
紫
・

青
錦
・

黒
な
ど
各
種
有
り

、

身
分
階
級
に

よ
っ

て

違
っ

て

い

た
。

右
側
か
ら

白
地

の

紫
文
様
二

枚、

こ

れ
は

大
納
言

、

黄
地
に

青
の

文
様
が
三

枚
、

中
納
言

、

自
地

に

黒
の

文
様
が
四

枚、

合
計
一

八
枚
並
ん
で

い

る
。

机
は
赤
木
机
を
九
脚
三

列
に

並
べ

て、

机
の．
ト
に
は

中
央
を
空
け

て

人
の

前
だ
け
簀
薦
が
敷
か

れ
て

い

る
。

　

公
卿
座
の

手
前、

南
庇
に

設
け
ら
れ
て

い

る
の

は

親
王

の

座
で

あ
る

。

平
安
時

匿 冷覊勲營 〉
●

自
是

東
二

箇

間
在
打

出
南
向

陣
■

■

許
ヲ

ひ

●

図 16 　 寝殿 の家具配置平面図 （雑要抄）
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代
の

中
期
か

ら

親
王
が
大
饗
に

列
席
す
る

こ

と
は
な
く
な
っ

た
が、

畳
だ
け
は

敷
か
れ
続

け
て

い

た
。

客
が

寝
殿
に
昇
り
着
座
す
る
間、

主
人
が
こ

の

親
王
座
に

座
っ

た
た
め、

親
王

が
列
席
し

な
く
て
も
そ
の

座
を
示
す
畳
は
必

要
だ
っ

た

か
ら
だ
と
い

う
。

　

公
卿
座
の

左
、

西
庇
が
太
政
官
の

上
級
官

吏
で

あ
る

弁
と

少
納
言
の

席
で

あ
る

。

地
敷

は

高
麗
畳
三

帖
を
並
べ

て
一

枚
敷
と
し

、

前

に

黒
柿
机
を
七

脚
つ

な
げ
て

並
べ

て
い

る
。

円
座
は
敷
か

れ
て

い

な
い

。

　

以
上
が
寝
殿
の

宴
席
の

構

成
で
あ
る

。

座

席
の

配
置
を
み
る
と

母
屋
の

塗
籠
前
が
上
座

で、

つ

ぎ
が
母
屋
の

西
に

あ
る
公
卿
座、

つ

ぎ
が
西
庇
の

弁
少
納
言
座
と、

西
に

向
か
っ

て

次
第
に

位
が
低
く
な
っ

て
い

る
。

寝
殿
造

は

高
低
も
な
く、

後
世
の

床
の

間
の

よ
う
な

施
設
も
な
い
、

た

だ
柱
が

建
ち

並
ぶ

だ
け

の

空
間
で

あ
る

た

め、

家
具
の

配
置
場
所
に

よ
っ

て

位
階
差
を
つ

く
っ

て

い

て、

そ
の

場

合、

塗
籠
の

前
が
辷

座
で

、

こ

こ

が

規
準
に

な
っ

て

い

た
こ

と
が
わ
か

る
。

し
か

し

そ
れ

で

も
建
物
に

位
階
差
を

示
す
も
の

が

乏
し
い

た
め、

そ

の

役
割
は
も
っ

ぱ
ら
家
具
が

行
っ

て

い

る
。

こ

こ

で

い

え

ば
地

敷
の

畳
が
重
ね

厚 　 　 桂

　　
心9

霧

も 鑼9 掣
響

毒Q
干

嘉Q 盤 鶚Q

　 　 小 　　　瀰

醇 理9 龝

9 驫Ω 鯉

最 

麌

碧

軸

曾
蔭

曾

　 …

ミ緋 曾 葡 撫
　 　 　 　 　 鼠

飯

　 　 　 　 　 　 塩 酢 酒 醤

　　 鑰
曾 響 曾 曾

謦 麺 鑵

碑 曾 霧

追 汁

物 物

．

鱗

薮
欝

9
紹

簸

箏
轡

…
足

　
　
　
　

莖
立

図 17 　母屋大饗 の尊者の食卓 （指図巻）
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追
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図 18 　 尊 者 の 食 卓 の 平面図 （雑要抄）
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表 3　食器と料理

素材 器別 食器
一
廱 「

一

　　 講 行事

騒 銀 皿 皿 干物 4 、 生物 8 12東三 条殿移徙
皿 （在蓋） 飯 1 1 東三条殿移徙

鋺 水坑 水飯 1 1 東 三条殿移徙

飯皖 飯 1 1 婿娶

杯 窪杯 四種物 4 、 窪杯物 4　　　　 18 東三条殿移徙

二種物 2 、窪杯物 2　　　　　 4 婿娶

汁杯 熱汁 1、寒汁 1　　　　　　　 2 東三 条殿移徙

汁 1 lI婿娶

1分器 （分杯） 1飯を盛 り分ける 東三条殿移徙

焼物 皿 　［些 互分様器　　　唐 菓子 4 、木菓 子 4 8 母屋大饗
1皿 　四寸様器　　　　 1干物 4 、生物 4 、貝物 4 12 母屋大饗

⊥皿　三 寸五 分様器 　　　
．
干物 5 、 生物 5 10 平等院御幸

山 　様器 （寸法不記載） 1追物 4 4 母屋大饗

庭砺 8 8 平等院御幸
ー　
ー　

…

…
…
Il
　　　　　　　　　　　 I

i菓子 ユ 0 10 平等院御幸

汗 物 5、生物 5 10 婿娶

御湯津ケ 1 平等院御幸

特別 焼物 皿 青瓷佐良 試肴 7 7 御歯固

深草土器八寸尻付 菓 チ 8、干物 8 、生物 8 24 尊者牛飼
一
般 焼 物 窪杯 　三寸様器 窪杯物 4 4 母屋大饗

｝
ヨ

四種物 4 4 母屋大饗

窪杯　（寸法不記載） 窪杯物 2　　　　　　　　　 旨 2旨平等院御幸

杯

ilil 窪杯物 2　　　　　　　　 ［2婿娶

汁杯　五 寸様器 汁膾 　　　　　　　　　　 1
广

コ花山院大饗

汁杯　（寸法不記載） 寒汁　　　　　　　　　　
Il

母 屋大饗

熱汁 1、寒汁 1 12 平等院御幸

飯杯　五寸五分様器 飯 1 花山院大饗

特別 焼物 杯 窪杯　（寸法不記載） 窪杯物 2 、白散 ユ、屠蘇 1 4 御歯固

窪杯　五 寸深草土器 窪杯物 4 4 尊者牛 飼

窪杯　三 寸深草土器 四種物 4　 　　 　 　 　 　　 　 　 4 尊者牛飼

敷
き
か

、

一

枚
か、

上

敷
き
の

有
無

、

茵
か

円
座
か
菅
円
座
か、

円

座
の

縁、

簀
薦
を

敷
く
か

否
か
等
々

で

あ
る

。

　

さ
て

そ

こ

で

料
理
で

あ
る

。

ど
の

よ

う
に

供
さ

れ
た

の

か
。

と

り

あ
え
ず

尊
者
の

分
で

見
る

こ

と
に

し
よ
う

。

「

図
17
」

は
「

指

図
巻
」

が
描
く
尊
者
の

膳
で、
こ

れ
の

平
面
図
が
「

図
18
」

で

あ
る

。

　

四

脚
の

赤
木
机
を
並
べ

つ

な
げ
て

、

一

つ

の

食
卓
と

し
て、

こ

こ

に

ず
ら
り
と
料
理
が
並
ん

で

い

る
。

一

番
奥
の
→

列
は

菓
子
で、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

じ

う

と
う

右
の

四
つ

は

木
菓
子、

瀰
猴
桃
・
小
柑
子・

干
棗・

梨
子

が
並
ぶ

。

そ
の

左
は

唐
菓
子
で、

鐸
鑼・
黏
臍・
桂
心・
鞨
餬
と

並
ん

で

い

る
。

つ

ぎ
の

列
は

右
の

四

つ

が

生
物
で

鯛
・

鱒
・

鯉
・

雉
の

刺
身

、

左

の

四

つ

は

干
物
で

楚
割
・

干
鳥
・

干
蛸
・

蒸
蚫
が
出
て

い

る
。

右

の

机
の

手
前
に
あ
る

轍
蝦
・

脛

麒
孔
・

靄
羸
許
・

猛
華
と
中
央
手

前
の

机
の

奥
に

あ
る

蝙
蝠
・

老
海
鼠
・

海
月
・

も
む

き
こ

み

の

八

つ

は

窪
杯
物、

左
の

机
の

手
前
の

栄
螺
子
・

石
陰
子
・

貝
蚫
・

白

貝
の

四
つ

は
貝
物
で

あ
る

。

中
央
手
前
は

左
端
が
飯
で、

箸
と

匙

が
あ

り、

四

種
物
の

塩
・

酢
・

酒
、

醤
が
並
ん

で

い

る。

生
物
や

貝
物
を
食
べ

る
の

に

こ

れ
ら

の

調
味
料
を
つ

け
た

の

で

あ
る

。

　

机
の

隣
の

折
敷
は

主
賓
へ

の

サ
ー

ビ

ス

と

し

て

出
さ

れ

る

追

　
　
　
　
　
　
　
つ

つ

み

や
ぎ

　
　
　
　

　

　

　

く
く

た

ち

物
で

あ
る。

鮒
の

裹
焼
・

鳥
足
・

茎
立
・

汁
膾
（

汁
の

実
）

、

真

ん

中
の

碗
が

汁
椀
で

あ
る。

実
と

汁
は

別
々

に

出
さ

れ
て

食
べ

る
と

き
に
一

緒
に

す
る

。

こ

こ

で

は

全
部
一

緒
に

描
か
れ
て

い

る

が
、

実
際
に

は

三

献
の

後
に

汁
が
供
さ
れ、

続
く
四
献
の

後
に

茎

立
、

五

献
の

後
に

裹
焼
と

三

度
に
分
け
て

供
さ

れ

て

い

る
。

　

料
理
の

種
類
は
菓
子
八
種、
生
物
四

種、
干
物
四

種、

貝
物
八
種、

窪
杯
物
四

種
、

調
味
料
四

種、

追
物
四

種
で

あ
る。

食
器
は
菓
子

一35 一
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は
四

寸
五
分
の

皿、

生
物
・

干
物
・

貝
物
が
四

寸
の

皿、

窪
杯
物
と
調
味
料
が
三

寸
の

窪
杯

、

飯
は
飯
杯、

追
物
も
料
理
は

皿

（

寸
法
不
記
載）

に

盛
ら
れ
て

い

る。

「

雑
要
抄
」

で

は
こ

れ
ら
の

器
に
は
掻
敷
と
し
て

柏
の

土
に

浜
木

綿
を
敷
い

た
と

あ
る
が
「

指
図
巻
」

に

は

描
か
れ
て
い

な
い
。

　
な
お
こ

こ

で

は
膳
に

赤
木
机
や
黒
柿
机
が
用
い

ら
れ
て

お
り
食

器
も
焼
き
物
で

あ
る

が、

招
待
す
る
大
臣
家
が
藤
原
氏
の

氏
長
者
の

場
合
は
藤
原
氏
の

祖
先
か
ら

伝
わ
る
「

朱
器
台
盤
」

す
な
わ
ち
朱
塗
の

朱
器
（

食
器、

酒
器
な
ど
）

と

台
盤
を

用
い

た
。

こ

れ
を
「

朱
器
の

饗
」

と

い

い、

そ
の

ほ

か
の

大
臣
家
の

場
合
は
「

様

器
の

饗
」

と
い

う。

し

た
が
っ

て

こ

の

場
合
は
「

様
器
の

饗
」

で

あ
る。

五．

飲
食
器
の

用
法

　
で

は
あ
ら
た
め
て

「

雑
要
抄
」

巻
一

に

あ
る

す
べ

て

の

行
事
を
併
せ

て

平
安
貴

族
の

宴
会
に
お
け
る

飲
食
・

供
膳
具
に
つ

い

て

見
て

行
く
こ

と
に

す
る

。

［
食
器
と

料
理
］

ま

ず
ど
ん
な

料
琿
が
ど
ん
な
食
器
に
盛
ら

れ
た
か

。

食
器
別
に

食
品
を
分
け
た
も
の

が
「

表
3
／
食
器
と
料
理
」

で

あ
る

。

　
特
別
の

儀
式
以
外
の

宴
会
の

場
合、

基
本
的
に

は
銀
器
で

も
焼
き
も

の

で

も
皿

に
は

干
物
・

生
物
・

貝
物
や
菓
子
が
盛
ら
れ

、

調
味
料
や

、

塩
辛
類
の

よ

う
に
水

分
の

多
い

も
の

は

窪
杯
に、

汁
と

飯
は
杯
に

盛
ら
れ
て

い

る
。

焼
き
も
の

に

は
様

器
が

あ
り、

皿

は

口

径
四
寸
五

分、

四

寸、

三

寸
五
分

、

窪
杯
は
三

寸、

飯
杯
は

五
寸
五

分、

汁
杯
は

五
寸
と
い

う
の

が
規
定
と
な
っ

て
い

た
よ
う
で

、

盛
る
も
の

の

数
量
に

よ
っ

て

使
い

分
け
て

い

る
。

　
水
飯
と
飯
を
盛
っ

て

い

る
銀
の

鋺
は
正
倉
院
の

佐
波
理

鋺
の

よ
う
な

碗
形
の

も

の

だ
っ

た
か
も
し

れ
な
い

が
、

一

方
で
飯
や

湯
漬
け
も
皿

に

盛
っ

て

い

る。

こ

れ

は
銀
に

も
焼
き
も
の

に
も
あ
る

。

つ

ま
り
ほ

と

ん
ど
の

も
の

が
皿

に

盛
ら
れ
て

い

る

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

　
こ

の

点
は
特
別
な

儀
式
の

御
歯
固
で

も
同
じ

で、

青
瓷
で

は

あ
る

が
皿
（
佐
良
）

で

あ
る

し、

尊
者
牛
飼
と
い

う
低
い

身
分
の

場
合
も
八
寸
の

大
皿

に

盛
ら
れ
て

い

る
。

　
こ

の

こ

と
は

出
土

品
が
皿

ば
か
り
だ
と
い

う
事
実
と

符
合
す
る

。

と

い

う
こ

と

は

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の

食
物
を
す
べ

て

皿

に

盛
ら

な
く
て

は

な
ら

な
い

わ
け
で

あ

る

か

ら、

当
時
は

食

物
の

盛
り
方
に

様
々
な
方
法
が
工

夫
さ

れ
、

様
式
も
成
立
し

て

い

た
よ
う
で

あ
る。

そ
こ

で

「

雑
要
抄
」

か
ら
盛
り
方
・

並
べ

方
に

つ

い

て

の

記
述
を

拾
い

出
し

て

み
る
と
「

表
4
／
盛
り
方・
掻
敷
・

並
べ

方
」

の

よ
う
に

な

る
。

　
こ

の

中
の

仁
和
寺
行
幸
に

「

菓
子
四

杯
・

干
物
四

杯、

以
上
の

盛
り、

高
さ

、

体
、

脇
の

御
膳
の

定
め
な
り

（

菓
子
や
干
物
の

盛
り
方
は

、

高
さ、

形
を

脇
の

お

膳
の

定
め
に

よ
る

ご

と
ご

と
あ
る

が、

こ

れ

は

盛
り
方
の

定
式
が
出
来
て

い

た

と

い

う
こ

と

で

は

な
い

か
。

　
こ

の

点
に

つ

い

て

は
前
節
で

み
た

「

指
図
巻
」

の

母
屋
大
饗
の

食
卓
図
で

わ

か

る

よ

う
に、

料
理
類
は
す
べ

て

皿

に

山
形
に

高
く
積
み

重
ね

ら
れ
て

お
り、

皿

は

ず

ら
り
と

整

列
さ

せ

て

い

る
。

「

雑
要

抄
」

で

は

盛
り
方、

並

べ

方
に

つ

い

て

の

記
述
は
断
片
的
に

し
か
な
い

が
、

立
盛、

平
盛

、

廻
し

盛
り、

引
き

渡
し

に

盛
る

ど
と

い

う
言
葉
が
で

て
い

る
。

母
屋
大
饗
に

は

鯛
・

鱒
・

雉
は
立
盛
と
あ
る

。

こ

れ

ら
は

膾
（

刺
身
）

で

あ
る

。

「

指
図
巻
」

の

絵
を
見
る

と

刺
身
に

し

た
も

の

を

皮
を
外
に

揃
え

て

皿

の

縁
に
合
わ
せ

て

丸
く
積
み

重
ね、

高
さ

三
，

四
 

の

綺
麗

な

山
形
に

盛
っ

て

い

る
。

当
時
の

皿

は
装
飾
が

な
い

た
め

切
り
口

を

綺
麗
に

揃
え

た

刺
身
の

山
が

装
飾
の

代
わ
り
に

な
っ

て

い

た

の

で

あ
ろ
う

。

公
卿
の

干
物
は

六

重、

高
さ
二

寸
五
分
と
な
っ

て

い

て

ず
い

ぶ
ん

高
い

。

と

く
に

高
く

盛
ら
れ
た

の

は

飯
で
あ
る

。

七
，

八
寸
の

高
さ
の

円
筒
形、

あ
る
い

は

逆
円
錐
台
形
に

固
め
て

皿

に

載
っ

て

い

る
も
の

も
あ
る

。

飯
も
飾
り
と

い

う
か
様
式
の
一

つ

だ
っ

た

の

で

36
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表 4 　盛 り方 ・掻敷 ・並 べ 方

行事 ：盛 り方 掻敷 並べ方

御歯固 ヒ紙 折敷　 2 皿 × 2列 X4 枚
1 皿 × 2 枚

平等院御幸 平盛

仁和寺行幸 菓子 4 杯・干物 4杯以 上の 盛 り、高さ、上達部
体、脇の御膳の 定めな り 酒肴 ・盛菓子

薄様

母 屋大饗 鯛 ・鱒 ・雉　立盛 柏十浜木綿 机
公卿 尊者

菓子 は梨 ∫二 重盛の 高さ 8 皿 × 3 列＋ 9 皿 ＋ 1列 （1人分）
干物 は六重　高 さ 2 寸 5 分 公卿

弁少納 言 54 皿 × 3列十 45 皿 × 2列十 27 皿

菓子梨の 高さに定める × 2 列＋ 36 皿 X2 列 （18 人分）
皿 × 3列十 45 皿 × 2列十 27
列＋ 36 皿 X2 列 （18 人分）
納言
皿 × 1列十 42 皿 × 1列十 35
列 （7 人分）

ー

皿 × 1列十 30 皿 x1 列 十 35 皿

列＋ 28 皿 × ユ列 （13 人分）

x2 列 ＋ 3 皿 x 　 1列 （1人分）

　

者
皿

卿
42

少
81

官
41

主

皿

一
机
尊
8
公
5
×

弁
2
×

上

2
×

家
4

　菓子梨の 高さに定める

　干物四 重 の 高さ 2 寸
上官
　雉　立盛
上人 ・諸太夫 ・尊者の前駆 の饗は平盛

1皿 ＋周囲 4 皿

2m ＋周囲 8皿

杯
心

心

　
高
中
中

机
尊
1

騨
　　“　¶　　tt@　

｝者
飼
皿

t …一一

一悶 8 皿 x3 賦 十4 皿

列

v

{

　東 内

⊥ 壁亜 弖

  っ に並 べ十 六 重

枚 3つ に並べ 八重
 っに並

べ十六重

小柑子 ・橘
回し盛 付 　 回し盛

  t 　重ね て引
し盛 　放耳 　同
盛 　干 鳥　 切ら
引渡し盛 　楚 割・鯛・
・鮭 　　八寸 に切 り　 引渡
盛 　 焼蛸　 八寸

切 り
引渡 し盛 　大
老　丸 のまま 生

　鯉短尾に切り
　鮨 鮎・ 煮塩

　丸 　 雉 　足別

引
き

垂

　
鱒

・

鱸
・
鯛

・
鯉

　
短
尾
に

切
り

　

丸

あ
ろ
う
。

こ

で

は
分
杯
に
取

り

分
け

な
け
れ
ば

べ

る
こ
と

が
出
来

な
い

。

　
尊
者

飼

で
は
盛

り
方
が具休的
に

こま

か
く

載

さ

れ
て
い

る
。

菓
子
類

で
も

餅

八

枚

を

．

一

一

列一

六
重

、
伏菟

 

l
枚
を

三
列
八

重

と

い

う
よ

う
に

平

た
い

も
の
は

重
ね
、
柑

子

や
橘

、

栗

ﾌ
よ
う

に
球

状

の
も

の

は

丸

く
廻

し
並

、

串
柿
は
串

付
き

の

ま
ま
阻
の

縁

に

n
し
て

盛

る
と
あ

る
。

「
「

物
は

放
耳

耳

を

切
り

取

っ
た
）
の蒸

蚫
は
そ

ま

ま

廻
盛
り

、
楚

割

や
鯛
・

鱸
・

は
長
さ

八
寸
にそ

ろ
え
て

引
き
渡

、
大
海
老

は

姿
の
ま

ま
引

き
渡
し

生
物

は

鯉
は

尾

を
切
っ
て
丸
ご

と

鮨

鮎
は
丸
ご

と

引
き
渡
し
、
雉

は
足
別

に

引

き
垂
れ
る

な
ど
、
形に

よ
っ
て

様
式
が
決
ま

っ
て

い
た

よ
うだ

。

　
盛
り

方
に
も

身

に

よる

差
が
あ
っ

た
よ

う
で

、
公卿

菓
子
が
梨

二
重

盛

りの

高
さ
、

干

は

六
重

で
高
さ

二
寸

五
分

、
弁
少

言
は
菓

子
が
梨
の
高

さ

物は四
重
で高 さ 二 寸 、 上 人 ・ 諸 太 夫 ・ 尊 者 の前駆は 平 盛 と す る
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表 5　 身分別 料 理 数 と机数

行事 身分　　　菓子 干物 生物 貝物 窪杯 調味 合計 膳 1人分
　 　 　 　 　 　 一

母屋大饗 尊者　　　　 84484 　 　 432 赤木机　　 4 馴

公卿　　　　 7　　3353324 赤木机 1 ．5 脚

弁少納言 　　　引　 22222 14 黒柿机　　 1脚

上 官 42 ・ 212213 朴木机　　 i脚

家主 22 　 　 2112 10 赤木机　　 1脚

花山院大饗 尊者 44 　 　 444424 赤木机　　 2 脚

弁少納言 221 　 2 24 12 黒柿机 　　 1脚

上 寓 22 　　 21 241 　　 12 朴木机　 　 1脚、

家主 2L 2 2　 　 　 6 赤木机　　 1脚

表 6　箸 ・匙 ・箸台

行事 出典 素材 匕 素材 箸台　　　　　素材 飯の礁 ⊂］
御歯固 供御 類 × × ×

　　　 項焼物 × 　　 　　 　 i
指 ○ × ○ x 　　 コ

御歯固　脇御膳 類 × × ×　 　　　　 ．焼物 ×

指 ○ X ○ ×

東三条殿移徙 類 ○ 銀 ○ 「 銀 馬頭盤 銀 ○

指 ○　　　　
「 O 　　　 I ○ ○

平等院御幸 類 × × X 焼物 ○湯津ケ

指 ○ ○ ○ ○湯津ケ

仁和寺行幸 類 ○ 銀 X ○　　 　　　　銀 ×

指 02 双 × O 　　　　　　
l

×

婿娶 類 02 双
　 　 　 手

銀 ○ 銀 ○

指 02 双 ○ ○ ○

母屋大饗 類 i木 銀 x 箸台に据えず 焼物 ○

指 ア ○ X ○

蓉者牛飼

（内大臣庇大饗）
類 ○ ○ 5．2寸 深草土器 0 　 　　 1
指 ○ ○ 1 ○ 　 　コ

表 7　 酒器
・
注器

酒器 素材 器別 史料名 「穫用者 盛物 行事

厂
般 銀 盃 酒盞　 　　　　　　 　　 関白 酒 東三 条殿移徒

天 皇 酒 仁和寺行幸

婿 酒 婿娶

焼物 盃 御酒杯　深草 土器 　　　　 上皇 ・公卿 酒 平等院御幸
1酒器 深草土器　　　　　 天皇 ・関白 ・大臣 ・公卿 酒 仁和寺行幸

特別 焼物 盃　　　　大土器 ・小土器 （楠葉御薗）天皇 酒 御歯固

1 ⊥ 　 ＿

1盖酒杯 （白散 ・屠蘇）　　 春宮 ・太皇太 后 ・皇太后 ・
1　　　　　　 　　　　　 皇后 ・中宮

酒 御歯 固

注器 系 材 　 器別
　　＿｝
史
冊

名 腰 ＝ 二
｝ 『｝ 『  一

蘭
　｝　 −T＿ 丁
行事

銀 銚子 酒 東三条殿移徙銚子　　　 　　　　　　 1

　　　　　　　　　　　　1 酒 平等院御幸

酒 婿娶

一
般

｝
41

銚子　片 匡子 　片口 酒 仁和寺行幸

提 提 水飯 水 東三条殿移徙

湯漬 け 湯 平等院御幸

不明 仁和寺行幸

焼物 瓶 瓶子 酒 内大臣庇大饗

特別 焼物 瓶 樽　土瓶子 ＋ 小
一

杓 酒 尊者牛飼

一38 一
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そ
し
て

食
器
や

盆
に

は

掻
敷
が

敷
か
れ
る

。

御
歯
固
で

は
折

敷
の

上
に
上
紙
（

上

質
な
紙
）

が
、

仁
和
寺
行
幸
で

は

上
達
部
の

酒
肴
や
盛
菓
r
の

皿

に

薄
様
が

、

母

屋
大
饗
で

は

各
皿

に

柏
の

h
に

浜
木
綿
を
重
ね
て

敷
い

て

い

る
。

　

皿

の

並
べ

方
も
机
に

並
べ

る
場
合
は

整
列
方
式
で、

円

形
の

高
坏
は
め
ぐ
ら

す

方
式
で

あ
る

。

た
と

え

ば

机
に
並
べ

る

母
屋
大
饗
で

は、

尊
者
は
一

入
分
三

二

枚

の

皿

が
八
皿

三

列
と

九
皿
一

列
の

四
列
に

整
列
し

、

公
卿
は
一

八

人
分
三

七
八

枚

の

皿
が
五

四

皿

三

列、

四

五

皿

二

列、
．

一
七
皿

二

列、

三

六
皿

二

列
に

整

列
し
て

い

る
。

こ

の

た
め
大
人
数
が
囲
む

大
き
な
食
卓
に

な
る
と

、

膨
大
な
数
の

皿

が
並

ぶ
こ

と

に

な
る

。

ま
た
高
坏
で

は

東
三

条
殿
移
御
に
見
ら
れ
る

よ
う
に

中
心
に
…

皿

か
二

皿

を
置
き、

そ
の

周
囲
に

四

皿

と
か
八
皿

と

か
丸
く
並
べ

て

い

る
。

当
時

、

お
か

ず
の

こ

と

女
房
詞
で

め

ぐ
り
と
言
っ

て

い

た
の

は

こ

の

た
め

で

あ
る。

高
く

盛
ら
れ
た

皿

が
並
ん
で
い

る

た
め
高
坏
の

ヒ
は
柱
が

建
ち
並
ん
で
い

る

よ
う
だ
っ

た
ら
し
い

。

　

こ

う
し

た
並
べ

方
は
身

分
差
と
も

関
係
し
て

い

る
。

「

表
5
／
身
分
別
料
理
数

と

机
数
」

は、

同
じ

宴
会
で

身
分
の

違
う
出
席
者
が
わ
か
る
母
屋
大
饗
と

花
山
院

庇
大
饗
に

お

け
る
身
分
と
料
理
の

品
数
を
示
し

た

も
の

で
あ
る

。

母
屋
大
饗
で

は

尊
者
が
三

二

皿，

公
卿
が
二

四
皿

、

弁
少
納
言
が
〕

四
皿

、

上

官
が
一
．

二

皿、

家

主
が
一

〇
皿

、

最
小
の

家
主
と
尊
者
の

差
は

三

倍
以
上
で

あ
る

。

皿

数
の

差
に

伴
っ

て

膳
も
違
い、

尊
者
は
机
四
脚
分
に

対
し
、

公
卿
は
皿

人
当
た
り
一

，

五

脚、

そ

の

他
は
一

脚
で
あ
る

。

花
山
院
大
饗
で

は

尊
者
が
二

四

皿、

弁
少
納
言
と
上
官
が

一
．

一
皿

、

家
主
が
六
皿

で
、

膳
も
尊
者
が
二

脚
で

そ
の

他
は
一

脚
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

身
分
の

高
い

も
の

ほ

ど、

皿

数
が

多
い

と
い

う
こ

と
は
、

単
純
な
皿

で

あ

る
だ
け
に

見
比
べ

や
す
い

し、

料
理
を
高
盛
に

し

た

皿

が
ず
ら

り
と
整
列
す
る

広

い

テ

ー
ブ
ル
を

前
に
す
わ
る

こ

と
は

ま

さ
に

権
力
者
の

威
厳
を

示
す
も
の

だ
っ

た

で
あ
ろ
う。

　［
食
事
具］

行
事
別
に
使
わ
れ
て

い

る

食
事
具
を
整
理
し

た

の

が
「

表
6
／
箸
・

匙
・

箸
台
」

で

あ
る。

「

雑
要
抄
」

と
「

指
図
巻
」

と

で

違
う
た
め
両
方
を
併
記

し
て

あ
る

。

た
だ
し
「

指
図
巻
」

に

は

素
材
に

つ

い

て

は

記
入
が
な
い

。

銀
は

東

三

条
殿
移
御
と
婿
娶
（

箸
に
つ

い

て

は
記
さ

れ
て

な
い

が
抜
け

た
の

で

あ
ろ
う

）

で

あ
る

が、

こ

れ
は

前
述
し
た
よ

う
に

象
徴
的、

儀
礼
的
な
食
事
だ
っ

た
か
ら
か

も
知
れ
な

い
。

　

注
目
さ
れ
る

の

は

使
わ
れ
方
で

あ
る

。

「

雑
要
抄
」

「

指
図
巻
」

両
方
に

箸
と
匙

が
出
て

い

る
の

は
東
三

条
殿
移
徙
・

婿
娶

・

母
屋
大
饗
・

尊
者
牛
飼
で

あ
る

。

こ

の

場
合
は
す
べ

て

飯
が
出
て

い

る。

逆
に

飯
が
出
て

い

な
い

御
歯
固
（

供
御
・

脇

御
膳
）

と
仁
和
寺
行
幸
で
は
匙
は
出
て

い

な
い

。

だ
が
平
等
院
御
幸
に

は

湯
漬
け

が
で

て

い

る

の

に

「

雑
要

抄
」

で

は
何
も
出
て
な
い

。

「

指
図
巻
」

で

は

描
い

て

い

る

の

で

「

雑
要
抄
」

の

方
は
欠
落
だ
と
考
え
ら
れ
る

。

こ

う
し
た
若
干
の

不
備

は
あ
る
が、

と
も
か
く

匙
が
出
て

い

る
と

き
は
飯
が
で

て

い

る

こ

と
が
わ

か
り、

匙
は

飯
や
湯
漬
け
を
食
べ

る
た

め

に

使
わ

れ
て

い

た

こ

と
が
わ

か
る

。

た

し

か

に

皿

に

山
盛
り
し
た

飯
な
ら

、

匙
で

な
い

と

食
べ

ら
れ
な
い

だ
ろ

う。

ま
た
こ

の

こ

と
か

ら
当
時
は

食
器
を
膳
に

置
い

た
ま
ま
食
べ

て

い

た
こ

と

が
う
か

が
え
る

。

　

箸
台
は
「

指
図
巻
」

で

は

す
べ

て

に

箸
台
を
描
い

て

い

る

が、

使
う
場
合
と
使

わ
な
い

場
合
が
あ
っ

た
よ
う
だ

。

母
屋
大
饗
で
は
わ
ざ
わ
ざ
「

箸
台
を
据
え

ず
」

と

書
い

て

あ
る

か
ら、

意
味
が
あ
っ

た

と
思
わ
れ
る

が、

こ

れ
に

つ

い

て

は

わ
か

ら
な
い
。

［

酒
器
・

注
器
］

酒
器

・

注
器
に

つ

い

て

整
理
し

た

の

が

「

表
7
／
酒
器
・
注
器
」

で

あ
る

。

銀
器
は
食
器
と

食
事
具
に

つ

い

て

は
特
別
な

場
合
に

使
わ
れ

た

と
書
い

た
が

、

盃
は
東一、一
条
殿
移
徙

、

婿
娶
の

ほ

か

仁
和
寺
行
幸
で

は

天
皇
が
使
っ

て

い

る
。

特
別
な
高
級
品
と
さ
れ
て

い

た
の

か

も
し
れ
な
い。

し
か

し、

前
に

も
書
い

た
が、

宮
中
で
あ
る

の

に

御
歯
固
で

は

か

わ
ら
け
を
使
っ

て
い

る
。

正
月
の

伝
統
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表 8　行幸 ごとの 膳 ・盆 ・敷物

π行事 膳 ・盆 糎錘 融

璋案
（長 3 尺 5寸　広 1尺 7 寸　高 4 尺）

1天王

　 　 　 　 　 　 　 　 ミ
1 御歯固

1

盤 （内朱外黒） 運び

折敷 （面白生絹）＋土高坏 天皇 打敷 （長 8 尺 弘 3 幅
両面白生平絹）

2 東三 条殿 移徙 御台 3 本 （内朱外黒） 不明

大盤 ・中盤 （内朱外黒） 運び ・八進 ・五進 ・

二進 ・六進

3 平等院御幸
ヨ

11
御台 2本 （面赤絵文錦被押　在伏輪　　鳥羽上皇

裏二塗金 青天書　菊紅葉同貝又蝶小鳥
平貝居之）

打敷 （赤地 錦裏縹唐綾被押組）

大盤 ・中盤 （内朱外黒） 運び／追物

4 仁和寺行幸 御台 2 本 （紫檀地菊螺鈿被鶴松　蒔摺　崇徳天皇

之在伏輪） i

折敷各 2枚　　　　　　　　　　　　関白 ・大臣

大盤 ・中盤 （内朱外黒）　　　　　　　　　　　　　　 1

繭娶 台 3 本 （普通定）（内朱外黒） 鑑大盤 ・中盤 （内朱外黒）　　　　　　 1運

6 母屋大饗 赤木机 尊者 ・公卿 ・家主 簀薦 （竹ヲ御簾ノ様二編天生平絹

　　　　　　　　雌 裏也弘長机定也）

黒柿机 弁少納亘＿ ＿＿⊥
朴木机 上官　 　　　　　 1

絵折敷 尊者追物

台盤 （8 尺
・黒塗） 史生

7 内大臣庇大饗 赤木机 公卿 ・家主 簀薦

黒柿机 弁少納言…　
…　　
ー　
I　
1　1

絵折敷＋ 土高坏 穏座用

榻足 （長 7 尺 5 寸 弘 2尺 8 ・‡　惣高 9
寸内面厚 2 寸　面に不押物木地也 　足
4 枚弘 3 寸　厚 2 寸　樋 6 分　在下算）

尊者牛飼

8 花山院庇大饗 赤木机 尊者 ・公 卿 簧薦

黒柿机 弁少納言

朴木机 上宮 田
塑 曝 上饗 絵折敷 300 枚 ・白折敷 100 枚

行
事
の

た
め

古
く
か

ら
の

習
俗
が

伝
え

ら
れ
て

い

た

で
あ
ろ
う
か

。

　

注
器
で

は

銚
子
は

す
べ

て

酒
注
ぎ
用
だ
が

、

前
に

述
べ

た
よ
う
に

提
は

水
飯
用
の

水
や

湯
漬
け
用
の

湯

を
注
ぐ
の

に

も
使
わ
れ
て

い

る
。

水
飯
は

暑
い

季
節

の

七
月
に

行
わ

れ
た

東
三

条
殿
移
徙

の

時
、

湯
漬
け

は
九
月
末
の

平
等
院
御
幸
の

時
に

出
さ

れ
て

い

る
。

片
口

も

酒
注
ぎ
に

も
使
わ

れ
て

い

る

が

銚
子
の

補
助

的
な
使
わ
れ
方
で

は

な
か
っ

た
か

。

仁
和
寺
行
幸
の

際
は
天
皇
用
に

銚
子
と

片
口

が
出
さ
れ、

天
皇
以
外

は
提
が

使
わ
れ

て

い

る。

酒
注
と

し

て

は

銚
子
が

格

が
高
く、

提
は

そ

の

次、

片
口

は

補
助
的
だ
っ

た

よ

う
だ

。

　

瓶
子
は
内
大
臣
庇
大
饗
の

穏
座
と

い

う
く
だ
け
た

席
で
使
わ
れ
て

い

る
。

尊
者
牛
飼
の

土

瓶
子
は
樽
と

呼
ん
で

い

る
が、

大
形
の

瓶
で

あ
る

。

柄
杓
が
付
い

て
い

る

の

で

牛
飼
達
は
こ

こ

か
ら

各
自
の

盃
に

汲
ん

だ
の

で

あ
ろ
う。

［
膳
・

敷
物
］

膳
・

盆
・

敷
物
を

行
事
に

よ
っ

て

整

理
し
た

の

が
「

表
8
／
行
事
ご
と

の

膳・
盆・
敷
物
」

で

あ
る

。

台
（亠
咼

坏
）

・

絵
折
敷
＋

土
高
坏
（

折
敷

高
坏
）

机
・

大
盤
（

台
盤
）

が
食
卓、

つ

ま
り
膳
と

し
て

使
わ

れ、

盤
と

折
敷
は
盆
で

あ
る

。

　

高
坏
で

使
わ

れ
方
が
は
っ

き
り
し

て

い

る
の

は

宇

治
平
等
院
に
鳥
羽
上
皇
が
御
幸
し

た

と

き

と
仁
和
寺
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に

崇
徳
天
皇
が
行
幸
し
て

駒
競
べ

を
見
学
し
た

と
き、

婿
娶
で

婚
礼
の

儀
で
御
帳

に

入
っ

た
婿
が
御
帳
の

前
に

出
た
と

き
で

あ
る

。

そ
れ
ぞ
れ
上
皇、

天
皇

、

婿
の

膳
と
し
て

つ

か
わ
れ
て

い

る
が
い

ず
れ
も
儀
式
的
な
宴
会
で
は

な
い
。

東、
二

条
殿

移
徙
の

場
合
も
＝ ．
台
の

高
坏
に

そ
れ
ぞ
れ
四
種
物、

飯
、

生

物
と
熱
汁
と

寒
汁

、

干
物
が

乗
っ

て

い

る

が
、

実
際
に

食
事
を
し

た
の

は

折
敷
高
坏
で

あ
っ

た
と
い

う
。

し

た
が
っ

て

誰
の

食
膳
か
は

不
明
で

あ
る

が、

こ

の

場
合
も

宴
会
で

は

な
い
。

高

坏
は
日
常
あ
る
い

は

略
式
の

会
食
に

用
い

ら

れ
た
こ

と

が
わ
か
る

。

　

高
坏
の

作
り
を
見
る
と
婿
娶
と
東
三

條
殿
の

も
の

は
上
面
を
朱
に

裏
面
と

縁
が

黒
の

い

わ

ゆ
る

内
朱
外
黒
の

漆
塗
り
で
あ
る

が
、

上
皇
の

高
坏
は

上

面
に

は

赤
絵

文
の

錦
が
張
ら
れ、

伏
輪
が
つ

け
ら
れ

、

裏
や
脚
は

紺
青
に

塗
っ

た
上
に

菊
・

紅

葉
を

描
き、

螺
鈿
で

蝶
・

小
鳥
を
飾
っ

て

い

る
。

天
皇
の

高
坏
も
紫
檀
地
で

菊
螺

鈿
と

鶴
松
の

蒔
絵
を
ほ

ど
こ

し
、

伏
輪
を
つ

け
て

あ
る
と

い

っ

た
豪
華
な
作
り
で

あ
る

。

上
皇
の

場
合、

高
坏
の

下
に

唐
錦
の

華
や
か
な
打
敷
も

敷
い

て

い

る
。

こ

の

と
き
は

同
行
し

た

関
白
や
大
臣
は

折
敷
を
土

高
坏
に

乗
せ
た

折
敷
高
坏
で

あ
る

か

ら
、

身
分
階
位
に

よ
っ

て

何
を

使
う
か

決
ま
っ

て

い

た
の

で

あ
ろ
う

。

　

宴
会
に

使
わ
れ
る

の

は
机
で

あ
る

。

母
屋
大
饗、

内
大
臣
庇
大
饗

、

花
山
院
庇

大
饗
は

い

ず
れ
も

宴
会
で

あ
る

。

赤
木
机
は
尊
者
・

家
主
と
公
卿
以
上、

黒
柿
机

は

弁
少
納
言、

朴
木
机
は
上
官
と
決
ま
っ

て

い

る
。

赤
木
机
と
黒
柿
机
に
は

テ
ー

ブ
ル
ク
ロ

ス

の

よ
う
に

天
板
に
白
い

絹
が

悵
っ

て

あ
る

。

た
だ

内
大
臣
庇
大
饗
を

み
る
と
穏
座
（

正
式
で

儀
式
的
な
宴
会
の

後
の

二

次
会
）

で
は

折
敷亠
咼

坏
が

使
わ

れ
て

い

る
。

ま

た
尊
者
牛
飼
用
は
榻
足
机
と
い

っ

て

足
の

下
部
が

榻
形
に

な
っ

て

い

る

机
で、

こ

れ
は
七

尺
五
寸
に

二

尺
八
寸
と

大
き
く

、

木
地
の

ま
ま
で

あ
る
か

ら
実
用
本
位
の

作
り
で

あ
る

。

　
宴
会
に

は

台
盤
も
使
わ
れ
て

い

る
。

母
屋
大
饗
で

史
生
が
八
尺
台
盤
を
使
っ

て

い

る。

史
生
は
下
級
役
人
で

あ
り、

寝
殿
南
の

幄

舎
の

中
で

あ
る。

台
盤
は
こ

の

よ
う
に

宴
会
時、

人
数
の

多
い

下
級
参
加
者
用
に

よ
く
便
わ
れ
た

よ

う
で

あ
る

。

　

ま
た

宴
会
で

も
内
大
臣

庇
大
饗
に

み
る
よ
う
に

は
じ

め

の

儀
式
的
な
宴
会
で

は

机
だ
が
二

次
会
に

あ
た
る

穏
座
で

は
折
敷
高

坏
を
便
っ

て

い

る。

普
通
の

高

坏
で

な
く

折
敷
高
坏
な
の

は

折
敷
高
坏
の

方
が
伝
統
的
な

も
の

だ
っ

た
の

か
。

御
歯
固
で

も

使
わ
れ
て

い

る
。

ま
た

御
歯
固
に

は

案
が

記
録
さ
れ
い

る

が、

案

は

十
世
紀
半
ば
に

は

使
わ
れ
な
く
な
っ

て

い

た

と

い

い、

実
際
に

天
皇
が
使
っ

た
の

は
折
敷
高
坏
で

、

下
に

は
白
い

絹
の

打
敷
が
敷
か

れ
て

い

る
。

　

盆
に

は
盤
（

丸
盆
）

と

折
敷
（

角
盆
）

が
あ
る

。

盤
に

は

大、

中
が
あ
り、

大
盤
に

は

料
理

類
を、

中
盤
に

は
盃、

飯
、

窪
杯
物
な
ど

を

載
せ

て

い

る
。

基

本
的
に

は

料
理
を
運
ぶ
た
め
の

も

の

で

あ
る

が、

膳
の

よ
う
に

も

使
っ

て

い

る
。

た
と
え
ば

東一、一
条
殿

移
徙
で

は

最
初
に

出
さ

れ
る
の

は

高
坏
に

四

種
物
と

食

事

具
、

二

番
目
は

中
盤
に
飯

、

三

番
目
は

高
坏
に

汁
杯
（

熱
汁
と
寒
汁）

を

中

央

に

周
囲
を

鯉
・

鯛
・

鱸
・

鯛
の

刺
身、

蒲
鉾
・

鯛
平
焼
・

零
餘
子
焼、

汁
膾
の

八
皿

が
取

り
巻
き

、

四
番

目
も

高
坏
で

中
央
に

分

杯、

周
囲
に

焼
蛸
・

楚
割
・

干
鳥
・

蒸
蚫
の

干
物
が
四

皿

並
び、

五
番
目
は
大
盤
に

海
月
・

鮑
味
噌
・

鯛
醤
・

老
海
鼠
の

窪
杯
物

、

六
番
目
は
中
盤
に
酒
盞、

七
番
目

は

酒
を
入
れ

た
銚
子

、

八

番
目
は

大
盤
に

水
坑
と
い

う
よ
う
に

盆
と
高
坏
が
ま
ぜ
て

並
べ

ら
れ

て

い

る
。

　
折
敷
は

土
高
坏
の

上
に

乗
せ

て

角
形
の亠
咼

坏
と
し

て

使
う
場
合
も

あ
る

が
、

折
敷
だ
け

を
盆
の

よ

う
に

使
う
こ

と
も
あ
る。

母
屋
大
饗
で

は

尊
者
の

追
物
の

盆
に

使
わ

れ
て

お
り

、

五
節
殿
上

饗
で

は

絵
折
敷一．一
百
枚
と

白
折
敷
百
枚
が

使

わ
れ
て

い

る
。

こ

れ
は

五
節
の

舞
姫
を
献
上
し
た

と

き
の

殿
上

の

宴
会
で、

干
物、

生
物、

簿
杯
物

、

寒
汁

、

熱
汁、

追
物、

酒
、

菓
子、

署
餘
粥
が

出
さ

れ
て
い

る
。

多
数
の

列
席
者
に

こ

れ
ら
の

料
理
を
供
す
る
の

に

使
わ
れ

た

よ
う
で

あ

る
。
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六。

ま

と
め

　

以
上、

「

雑
要
抄
し

巻
一

と
「

指
図
巻
」

巻
一

に

乗
っ

て

い

る

九
例
の

饗
宴
か

ら

十．
一
世
紀
の

天
皇
や
上
級
貴
族
の

宴
会
の

飲
食
器
と
食
卓
の

状
況
の
一

端
を
み

て

き

た
。

あ
ら
た
め
て

簡
単
に

ま
と
め
る
と
つ

ぎ
の

よ
う
に

な
る

。

　

食
器
に

つ

い

て

は、

銀
器
と

焼
き
物
が
あ
り
銀
器
は

特
別
な
場
合
に
だ
け
使
わ

れ
る

も
の

で、

焼
き
も
の

が
主
で

あ
る

。

焼
き
物
の

場
合、

器
種
は

皿

と
杯
が
あ

る
が、

盃
も
含
め
て

形
の

上
で

あ
ま
り
違
い

が
な
く
平
皿

か
深
皿

で

シ

ン

プ
ル

な

も

の

で

あ
る

。

た
だ
儀
式
用
の

食
器
は

様
器
と
い

っ

て

規
格
寸
法
が
成
立
し

て

い

た
。

後
に
食
器
の

中
心
と
な
る

漆
器
は、

ま
だ
ま
っ

た
く
使
わ
れ
て

い

な
い

。

　

皿

で

あ
る

か
ら
料
理
の

盛
り
方
は

積
み

上
げ
方
式
に
な
る

。

こ

の

時
期
は

料
理

自
体
も
魚
鳥
の

刺
身
が

中
心
で

あ
っ

た

か
ら、

切
り
そ
ろ
え

て

皿

に

積
み
重
ね
る

し
か
な
い

。

こ

の

た
め
切
り
方、

盛
り
方
は
食
物
に

応
じ
た

形
が

決
ま
っ

て

い

た。

き
れ
い

に

揃
っ

て

山
形
に

盛
ら
れ
た

料
理
は
テ
ー
ブ
ル

の

上
の

装
飾
で

も

あ
っ

た
。

食
品
の

下
に

は

掻
敷
と
い

っ

て

紙
や
木
の

葉
を
敷
い

た

が、

こ

れ
は

皿

か

ら

こ

ぼ

れ
な
い

た
め
と、

食
物
を

引
き
立
て
る

た

め、

ま
た

飾
り
で

も
あ
っ

た
。

　
皿

の

並
べ

方
は

ず
ら
り
と
整

列
さ
せ
る
方
式
で

あ
る

。

高
坏
の

よ

う
に

円
形
の

場
合
は

中
心
の

周
囲
に

ぐ
る
り
と

廻
る
よ
う
に

並
べ

る
。

こ

う
し
て

き
れ
い

に

整

え
ら
れ、

同
じ

形
に

盛
ら
れ
た

料
理
の

皿

が、

数
多
く

、

整
然
と
並
べ

ら
れ
た

森

厳
に

し
て
華
や

か
な
光
景
が

饗
宴
の

場
と

し
て

重
要
な
装

置
の
一

つ

だ
っ

た
の

で

あ
ろ

う
。

　
ま
た

こ

の

よ
う
に

皿

に

盛
り
上
げ
た

料
理
だ
と

手
に

持
っ

て

食
べ

る
こ

と
は

出

来
な
い

か

ら、

膳
の

上
に

置
い

た

ま
ま

箸
や
匙
で

取
っ

て

食
べ

た
は
ず
で

あ
る

。

食
事
具
に

は
箸
と

匙
と
箸

台
が

あ
り

、

匙
は

飯
用、

箸
は
お
か
ず

用、

箸
台
は

使
う
と
き
と

使
わ
な
い

と
き
が
あ
る

。

飯
に

匙
を
使
う

の

は、

飯
が
皿

に

山
の

よ
う
に

高

く
盛
っ

て

あ
る
た
め
で

あ
る

。

食
べ

る

と
き
に

は

そ

の

山
か
ら
飯
を

わ

け

つ

き

分
杯
に

取
り
分
け
て

食
べ

る
。

そ
の

場
合
も
杯
は

置
い

た
ま
ま
で、

匙
で

す
く
っ

て

食
べ

た
と

考
え
ら
れ
る

。

　

盃
に

は

銀
と

焼
き

物、

注
器
に

は
銚
子

と

提、

片
口

、

瓶
子

が
あ
り、

瓶
子

は

焼
き
物
で

そ
れ
以

外
は

銀
で

あ
る

。

銚
子
が
も
っ

と

も

格
が
高
く
酒
注
ぎ
専

用
だ
が

、

提
は

酒
だ
け
で

な
く

湯
や

水
も

注
ぐ。

宴
会
の

時
に

出
る
湯
漬
け
や

水

飯
の

た

め
で

あ
る

。

片
口

は

銚
子
の

補
助
と
し
て

使
わ

れ

た
よ
う
だ

。

瓶
子

は
穏
座
用
（

二

次
会
）

で

あ
る

。

　

食
卓
は、

通
常、

膳
と
し

て

使
わ
れ

る

の

は
内
朱
外
黒
の

漆
塗
り

の

高
坏
で

、

特

別
の

行
事
に

は

螺
鈿
や
紫

檀
に

蒔
絵
の

華
麗
な
高
坏
が
用
い

ら

れ、

儀
式
に

は
折
敷
高
坏
も
使
わ
れ
る

。

宴
会
に

は
机
と
台
盤
が
使
わ

れ
る

。

机
に

は
赤
木
机
・

黒
柿

机
・

朴
机
な
ど
が

あ
る

。

文
机
の

よ

う

な

形
で

天
板
の

寸
法
が
縦
横
二

対

一

に

な
っ

て

い

る
。

天
板
に

は
テ
ー
ブ
ル

ク

ロ

ス

の

よ

う
に

白
い

絹
を
張
っ

た
。

台
盤
は
天
板
の

周
囲
が
幅
三

寸
ほ

ど
一

段
高
く
な
っ

て

い

る

の

が
特
徴
で

あ
る

。

机
は

貴
人

用、

台

盤
は

大
勢
で

使
う
が

、

ど
ち
ら
も
つ

な
げ
て

広
く
す
る

こ

と

が

出
来
る
ユ

ニ

ッ

ト
家
貝
で

あ
る

。

こ

の

た
め
高
さ
も

同
じ
に

統
→

さ

れ
て

い

た
。

高
坏
や

机
の

下
に
は
簣

薦
や

打
敷
と
い

っ

た
敷
物
が
敷
か

れ

る

こ

と
が
あ

る
。

盆
に

は

盤
と

折
敷
が
あ

り、

ど
ち
ら
も
運
び
盆
で

あ
る

が
、

膳
と
し
て

も

使
わ
れ
た

。

　

宴
席
に

お
け
る

身
分
差
は、

宴
会
場
に

お

け
る

座
席
の

配
置、

座
具、

膳
の

種
類
と

数、

料
理
数

、

食
器
の

材
質
な
ど
に
よ

っ

て

表
現
さ
れ
る

。

こ

れ
を
母

屋
大
饗
で

み

る
と
、

座
席
の

配
置
で

は、

寝
殿
の

場
合、

母
屋
が
土
位
で

庇
が

次
位

、

母
屋
で

は

塗
籠
の

前
が
上

座
（

貴
賓
席）

で、

そ
の

前
が
公
卿
座

、

こ

こ

ま
で

が
母
屋
で

、

南
庇
は
親
王
座
と

家
主
座

、

西
庇
が
弁
少
納
言
の

席
で

あ
る

。
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そ

れ
以
下
の

役
人
の

席
は
寝
殿
以
外
の

建
物
に、

地
位
に
し

た

が
っ

て

設
け
ら
れ

て

い

る。

　

座
貝
は

畳
の

敷
き

方、

重
ね
る

か
一

枚
か、

ヒ
敷
を

敷
く
か、

否
か

、

さ
ら
に

畳
の

上
に

菅
円
座
と

茵
を
敷
く
の

が
最
高
で、

次
は
円
座
だ
け、

円
座
も

身
分
に

よ

り
縁
が
決
ま
っ

て

い

る
。

ま
た
畳
は
な

く
菅

円
座
だ

け
も
あ
る

、

と

い

う
風
に

こ

ま
か
く
区
別
が
出

来
て
い

る
。

　

膳
に
つ

い

て

は

赤
木
机

、

黒
柿
机、

朴
机
の

順
に

ラ

ン

ク
が
下
が
り、

加
え

て

一

人
当
た
り
の

机
数
も

身
分
が
高
い

ほ

ど
多
い

。

こ

れ
に

対
応
し

て

料
理
の

皿

数

も
差
が
つ

け
ら
れ
て

い

る
。

母
屋
大
饗
の

場
合
だ
と
最
高
の

尊
客
は
三

二

皿

で、

以
下、

西
皿、
一

四

皿
、

＝
二

皿、
一

〇
皿

と

少
な
く
な
っ

て

い

く
。

こ

の

場
合、

料
理
の

内
容
は
変
わ
ら

ず、

数
だ
け
が
変
わ
る

の

は
面
白
い

。

食
器
の

材
質
も
銀

と

焼
き
物
と

い

う
差
が
あ
る
が、

し
か
し
こ

れ
に

つ

い

て

は

大
部
分
が

同
じ
よ
う

な

焼
き
物
で

あ
る

か

ら、

比
較
的
差
が
な
い

。

た
だ
役
人

以
外
の

、

た
と
え

ば
尊

者
牛
飼
に

な
る
と

机
も

食
器
も

違
う

。

　

簡
単
に

整
理
す
る

と
以
上
の

よ
う
に

な
る
が、

こ

う
し
て

み
る
と

建
物
や
料
理

な
ど
は

別
だ
が

、

食
卓
の

形
式
に
つ

い

て

は、

占
代
の

中
国
や
朝
鮮
と
よ
く
似
て

い

る
こ

と
が
わ

か
る

。

　

た
と
え
ば

後
漢
末
期
の

中
国
山
東
淅
南
画
像
石
の

宴
飲
図
（

図
19
）

を
み
る

と、

貴
人
ら
し
い

人
物
が
座
っ

て

い

る
前
に、

低
い

足
つ

き
の

長
方
形
の

膳
が
二

つ

置

か
れ、

そ
れ
ぞ
れ
に

五

ヶ

ず
つ

二

列
に
一

〇
ヶ

の

耳
杯
が
並
ん
で

お
り、

傍
ら
に

は
低
い

足
つ

き
の

丸
い

膳
が
二

つ
、

一

つ

は

何
か
盛
っ

た
皿

が
二

つ
、

一

つ

は
魚

が
二

匹
乗
っ

て

い

る
。

湖
南
省
長
沙
に

あ
っ

た
前
漢
代
の

墳
墓
馬
干

堆
か
ら
出
土

し
た

食
器
も、

長
方
形
の

盆
の

上
に
同
じ

形
の

皿

が

ず
ら
り
と
並
ん

で

い

る
（

写

真
10
）

。

こ

れ
は

漆
器
で

あ
る
が

、

形
や
並
べ

方
は

共
通
し

て

い

る
。

　

唐
代
に

な

る

と
長

安
南
里
土

村
唐
墓
壁

画
（

図
20
）

の

よ
う
に

座
席
は
脚
の

図 19 　後漢末期 の 中国 山東泝南 画 像石墓 に描 か れ て い る 宴飲図

　　　　（田中淡 「中国古代画像 の 割烹 と飲食 」　石 毛 直道編 『論集東

　　　　南ア ジア の食事文化』 平凡社　 1985 ）

写 真 10 　馬王 堆 出土 の 漆 器 の 皿 （林 巳

奈 夫 丁中国古 代 の 生活 史 』 吉 川 弘 文 館
1992 ）

つ

い

た
台
に

な

り
、

食
卓
も
大

き
な
テ

ー

ブ
ル

に

な
る
が、

九

人
が

開
む

卓
上
は

そ

れ
ぞ
れ
の

前
に

箸
と
小
皿、

大
皿

が
整
列

し
、

真
ん
中
一

列
に

は

果
物
ら

し

い

も

の

が

コ

ン

ポ
ー

ト
に

盛

り
上
げ
ら
れ
て

い

る
。

お
そ

ら

く
中
央
の

列
は
共
用
な
の

で

あ

ろ
う

。

こ

の

卓
上
は
母
屋
大
饗

の

公
卿
座
を
思
わ
せ

る

並
べ

方

で

あ
る

。

　

黴
宗

画
と

さ

れ
る

北
宋
の

「

文
會
図
」

（

図
21
）

に
な
る
と、

大
き

な
テ

ー
ブ
ル

を
囲
ん
で

ス

ツ

ー

ル

に

腰
掛
け

て

い

て

テ

ー

ブ
ル

の

上
に

は

食
器
類
が
整
然

と
整
列
し

、

そ
の

間
に

は
果
物

ら
し

き

も
の

を
盛
り

上
げ
た
皿

が
並
ん

で

置
か

れ
て

い

る
。

　

朝
鮮
の

場
合
も
高
旬
麗
の

舞

踊
塚
古
墳
壁
画
（

図
22
）

に

は

膳
の

上
に

果
物
ら
し

き
も
の

が

高
い

円
錐
状
に

盛
ら
れ
た
鉢
が

乗
っ

て

い

る
。

　
宮
廷
料
理

は
伝
統
的
に

中
国
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図 21 　 北宋 の 伝徽宗画 「文會図」

　　　（出典は 図 19 と同 じ）

図 20 　 長安南里 モ村唐墓壁画 の 酒宴図 （陝西歴史博物館編

　 『唐墓壁画真品選粋2 陝西人民美術出版社　 1991 ）

写真 11 　 韓国の 還暦膳　茶果 ・乾果 ・生果 ・薬果・強精。
　 　 ポ 　 ジ ョケ 　 　 　 　 タ ン ソ ク 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シ ン ソ ン ロ

餅 ・膈 ・炙 ・煎 ・糖属 に 囲 ま れ、手前に は 麺 ・神仙炉 ・

片肉 ・正果 ・酢醤油 ・蜂蜜 ・魚 ・肉の 焼き物な どが置 か

れ る 。 （成和会編r目で 見る韓国の 産礼・婚礼・還暦
・祭礼』

国書刊行会　 1987 ）

図 22 　 高旬麗舞踊塚古墳壁画の 食事風 景 （小泉模写）

   

    （   

 

魚饅 頭　　漬物汁

 

 
  鷯         （黝

          o  

  ◎       ◎o ◎    
図 23 慶尚北道 の還暦膳 （写真 11 に 同 じ出典 よ り作 図）
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と

同
じ
整
列
方
式
で

あ
る

し、

現
在
で

も

韓
国
で

は

こ

れ
を
踏
襲
し
て、

方
形
の

膳
な
ら
皿

を

縦
横
に

整
列
さ
せ、

円
形
の

膳
な

ら
中
心
の

廻
り
に

ぐ
る
り
と
並
べ

る。

と
く
に

年
中
行
事
や

通

過
儀
礼

、

冠
婚
葬
祭
な
ど
の

膳
は

伝
統
を
守
っ

て

い

て、

高
く
積
み
上
げ
る

ほ

ど
良
く
て、

た
と

え

ば
還
暦
な
ら
ば
高
い

ほ

ど
子
孫
の

孝
行
心
が

強
い

と
さ
れ、

三

十
 

か
ら
四
十
五
 

も
の

円
筒
形
に
積
み
L
げ
ら
れ

て

い

る
（

写
真
11
）

。

　
　
　
　
　
　
　
タ

シ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
コ

ン

グ

ア

　

食
物
の

種
類
も
茶
食
（

栗
の

粉
で

作
っ

た

菓
子
）

、

乾

果
（

棗、

干
し

柿、

胡

　
　
　
　
セ

ン

グ
ア

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

ヤッ
ク
ア

桃
な
ど

）

、

生

果
（
林
檎・
桃

・

梨
な
ど

）

、

薬
果
（

小
麦
粉
を
油
で

揚
げ
た
菓
子
）

、

カ
ン

ジ

ョ

ン

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ピ

ヨ

ン

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ポ

強
請
（

ご
ま
や
松
の

実
の

菓
子
）

、

餅
（

い

ろ
い

ろ

な

餅
） 、

脯
（

干
し

た

魚
肉

）

、

ジ
ョ

ク

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

タ
ン

ソ

ク

　
　

　
　

　
シ

ン

ソ

ン

ロ

炙
（

串
焼
き

の

魚
や

肉
）

、

糖
属
（

飴
）

、

神
仙
炉
（

牛
肉
の

ス

ー
プ
）

、

蒸
し
鳥

（

雉
）

な
ど
三

卜
品
以
上
に

及
ぶ
料
理
を
す
べ

て

平
た
い

皿

に

積
み
上
げ
て

卓
上

に

並
べ

て
い

る
（

図
23
）

。

　

食
事
具
も
中
国
も
韓
国
も

箸
と
匙
を
｝

緒
に

出
す
が

、

匙
は

飯、

箸
は

お
か
ず

と
は
っ

き
り
使
い

分
け
て

い

る
。

ま
た

食
器
は
食
卓
に

置
い

た
ま

ま
で

手
で

持
ち

レ．
げ
る

こ

と
は
不
作
法
と
さ
れ

て

お
り、

韓
国
で

と

く
に

厳
格
で

あ
る

。

　

つ

ま
り

平
安
時
代
の

貴
族
階
級
の

宴
会
の

仕
方
は

古
代

巾
国
や
朝
鮮
の

そ
れ

と
非

常
に
よ
く
似
て

い

た
と

い

う
こ

と

で、

貴
族
階
級
で

は
忠
実
に

取
り
入
れ
て

い

た
と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

料
理
の

内
容
も、

古
代
中
国
に
つ

い

て

は
わ
か

ら
な

い

が、

中
国
文
化
を
良
く
守
り
続
け
て

い

る
韓
国
の

還
暦
の

料
理
な
ど
に

そ
の

名

残
が

あ
る
と

す
れ
ば

、

か
な
り
似
て

い

る
と

こ

ろ
が
あ
る

。

お
そ
ら
く
こ

う
し

た

こ

と
は
奈
良
時
代
か
ら

の

こ

と
だ
っ

た
の

で
あ
ろ

う
。

し

か
し

こ

の

後、

中
世
に

入
る

と、

こ

れ
が
大
き

く
変
わ
っ

て

し
ま
う
の

で

あ
る

。

注注
ユ

　
「

類
聚
雑
要
抄
」

の

作
者
お

よ

び

作

製
日
時
に
つ

い

て

は

太
田

博

太

郎
と

岡

田

譲

の

研
究
が

あ
る

が、
「

類
聚
雑
要
抄
」

の

内
容
を

を
詳
細
に

検
討
し

た

結
果、

川
本
重

雄

が

作
者
は

藤
原
親

隆
で、

久
安
二

年
の

秋
か

ら
冬
に

か

け
て

編
纂

さ
れ

た
と

考
定
し
た。

注
2
　

本
研
究
で

参

照
し

た
「

指
図
巻
」

は

東

京
国

立
博
物
館
資
料
館
本、
同

書
跡
室
本、

サ

ン

ト

リ

ー

美
術

館
本、

慶
応
大
学
図

書
館
石
泰
文
庫
本、

宮
内

庁

書
陵
部
本、

国

立

歴

史
民
俗
博
物
館
本
で

あ
る

。

参
考
文
献

川
本
重
雄
・

小
泉
和
子

編
『

類
聚
雑
要
抄
指
図

巻
』

中
央
公
論
美
術

出

版
社

　
　一

九
九
八

（

こ

い

ず
み

　
か

ず
こ
・

家
具
道
具
室
内
史
学
会
）
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